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【単行本】
『武智鉄一一伝統と前衛』（岡本章・四方田犬彦編。Ｂ６判剛
頁。１月。作品社。二八○○円）
武
智
鉄
こ
の
業
績
を
再
検
証
し
た
研
究
書
。
二
○
一
○
年
六
月
に
明
治
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
同
名
タ
イ
ト
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
も
と
に
、
武
智
生
誕
百
年
に
あ
た
る
こ
の
年
に
刊
行
と
な
っ
た
。
能
狂
言
、
文
楽
、
歌
舞
伎
、
映
画
、
前
衛
美
術
な
ど
、
各
専
門
家
が
武
智
作
品
を
取
り
上
平
成
二
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
能
・
狂
言
関
係
の
単
行
本
、
お
よ
び
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
取
り
上
げ
る
。
例
年
と
同
じ
く
、
単
行
本（江口文恵）、資料研究・資料紹介（高橋悠介）、能楽論研究
（高橋）、能楽史研究（表きよし）、作品研究（中司由起子・石
井倫子・山中玲子）、演出・技法研究（山中）、狂言研究（宮本
圭
造
・
豊
島
正
之
）
、
外
国
語
に
よ
る
能
楽
研
究
（
竹
内
晶
子
）
に
分
類
し
、
分
担
執
筆
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
を
展
望
す
る
と
い
う
よ
り
個
別
の
論
の
紹
介
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
重
要
な
論
稿
を
見
落
と
す
な
ど
の
遺
漏
も
あ
ろ
う
と
思
う
。
ご寛恕を願う。 研
究
展
望
（
平
成
二
十
四
年
）
げるほか、武智と交流のあった役者の談話も収める。以下、
主
に
能
楽
に
か
か
わ
る
章
の
み
紹
介
。
小
田
幸
子
「
武
智
鉄
二
と
能
狂
言」は、「濯ぎ川』『彦市ぱなし』などの能・狂言にかかわる
武智作品を取り上げ、その活動を追い、論考の末尾に関係年
表
と
作
品
一
覧
を
付
す
。
権
藤
芳
一
「
武
智
鉄
二
と
伝
統
芸
能
」
は
、
幼
少
期
か
ら
の
武
智
と
の
交
流
の
逸
話
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
武
智
が
関
与
し
た
伝
統
芸
能
全
般
に
つ
い
て
述
べ
る
。
茂
山
千
之
丞
「
閉
鎖
的
な
世
界
に
風
穴
を
開
け
る
」
（
聞
き
手
・
笠
井
賢
二
で
は
、
多
く
の
武
智
作
品
に
出
演
し
た
千
之
丞
が
「
東
は
東
」
「
夕
鶴
」
な
ど
に
つ
い
て
語っている。
「能楽大事典」（小林貴・西哲生・羽田昶著。Ａ５判Ⅲ頁。１
月。筑摩書房。一五○○○円）
能
楽
に
ま
つ
わ
る
膨
大
な
項
目
を
網
羅
し
た
事
典
。
昭
和
四
十
七
年
頃
に
着
手
、
約
四
十
年
の
歳
月
を
か
け
、
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
著
と
な
っ
た
。
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、
著
者
三
名
の
ほ
か
、
発
企
者
の
増
田
正
造
を
は
じ
め
、
十
名
近
く
の
研
究
者
が
執
筆
・
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
。
全
項
目
を
五
十
音
順
に
配
列
す
る
点
は
当
該
分
野
の
事
典
と
し
て
176
金
沢
大
学
日
中
無
形
文
化
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
而
集
『
和
泉
流
狂
言
の
伝
承
Ｉ
金
沢
と
名
古
屋
ｌ
」
（
西
村
聡
編
。
Ａ
４
判
別
頁
。
１月。金沢大学人間社会域。非売品）
金
沢
大
学
と
東
京
文
化
財
研
究
所
の
共
同
開
催
で
二
○
一
○
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
、
タ
イ
ト
ル
と
同
名
の
公
開
講
座
の
報
告
書
。
江
戸
時
代
か
ら
和
泉
流
狂
言
の
拠
点
で
あ
っ
た
、
金
沢
と
名
古
屋
の
芸
態
を
比
較
し
て
い
る
。
当
日
の
講
演
で
あ
る
西
村
聡
「
和
泉
流
狂
言
史
の
金
沢
と
名
古
屋
」
、
高
桑
い
づ
み
「
狂
言
小
舞
の
伝
承
を
考
え
る
ｌ
野
村
万
蔵家と狂言共同社のフシの比較を視点にＩ」の二本を収録す
るほか、西村の「〈棒縛〉の演出とその変遷ｌ金沢と名古屋の
「能のちから生と死を見つめる祈りの芸能」（観世鎮之丞著。
Ａ５判捌頁。１月。青草書一房。一一一三○○円）
観
世
家
別
家
当
主
で
あ
る
著
者
の
芸
談
。
家
系
や
、
稽
古
・
修
行
、
作
品
に
つ
い
て
な
ど
が
語
ら
れ
る
ほ
か
、
坂
東
三
津
五
郎
ら
と
の
対
談
も
収
録
す
る
。
特
に
父
観
世
静
雪
や
伯
父
観
世
寿
夫
を
そ
ば
で
見
て
い
た
著
者
が
両
者
に
つ
い
て
語
る
項
や
、
各
演
目
へ
の
思
い
入
れ
や
考
え
方
が
窺
え
る
作
品
に
ま
つ
わ
る
の
談
話
が
興
味
深
い
。
ま
た
、
多
く
の
舞
台
写
真
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て
お
り
、
芸
談
と
し
て
も
写
真
集
と
し
て
も
、
濃
い
内
容
の
一
冊
で
あ
る
。
は
珍
し
い
◎
特
に
狂
言
の
項
目
は
か
な
り
詳
細
で
あ
る
。
巻
末
資
料
に
は
、
現
行
曲
・
復
曲
・
新
作
の
各
一
覧
、
道
具
・
面
の
図
録
、
能
楽
諸
家
系
図
、
主
要
能
楽
堂
一
覧
、
楽
器
（
四
拍
子
）
図
を
附
載
す
る
。
「追悼野村万之介』（野村万之介を偲ぶ会編・発行。菊判Ⅲ
頁。２月。非売品）
二○一○年に逝去した狂言師野村万之介の追悼記念文集。
演
者
・
研
究
者
・
門
下
生
ら
三
○
余
名
が
寄
稿
す
る
。
各
執
筆
者
の
文
章
か
ら
、
故
人
の
芸
や
温
厚
な
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
非
売
品
の
た
め
、
本
書
を
手
に
取
る
機
会
が
限
ら
れ
る
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
巻
末
に
二○一一年一一月に行われた故人をしのぶ会の記録や、万之介
の経歴、公演記録も収録する。
『
絵
で
み
て
わ
か
る
は
じ
め
て
の
古
典
八
巻
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
』
（田中貴子編。Ａ４変型判蛆頁。２月。学研教育出版。二五
○○円）
子供向けに日本の古典文学を紹介する全十巻のうち、第八
巻で古典芸能を取り上げている。能〈羽衣〉〈隅田川〉、狂言
「のう・きょうげんの本」（国立劇場調査養成部・氷川まりこ
編。Ａ４判仙頁。１月。日本芸術文化振興会。五○○円）
国
立
劇
場
が
出
版
し
た
、
学
童
向
け
の
能
・
狂
言
の
入
門
書
。
舞
台
・
面
・
装
束
・
演
技
・
登
場
人
物
な
ど
の
基
本
事
項
に
つ
い
て
、
写
真
を
多
用
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
公
演
形
態
や
新
作
に
つ
い
て
も
項
を
設
け
て
丁
寧
に
紹
介
す
る
点
は
、
劇
場
が
作
成
し
た
書
籍ならではと言える。観世流宗家観世清和の談話を収録。
比較を視点にＩ」を収める。比較実演の写真も掲載。
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『甲賀市史【第二巻】甲賀衆の中世』（甲賀市史編さん委員
会
編
。
Ｂ
５
判
棚
頁
・
付
録
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
四
頁
。
２
月
。
甲
賀
市
。
『梅若六郎玄祥、能を旅する』（梅若六郎玄祥著。Ａ４変型判
別
頁
。
２
月
。
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
。
二
五
○
○
円
）
雑
誌
『
婦
人
画
報
』
連
載
の
単
行
本
化
。
著
者
が
能
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
を
実
際
に
訪
れ
、
現
地
で
当
該
作
品
の
能
装
束
を
着
け
て
舞
う
姿
を
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
す
る
。
各
地
の
名
所
旧
跡
や
旅
館
・
グ
ルメについても紹介している。
『風姿花伝・花鏡』（小西甚一編訳。文庫判捌頁。２月。たち
ばな出版。一二○○円）
編
訳
者
の
「
世
阿
弥
集
」
Ｃ
九
七
○
年
、
筑
摩
書
房
）
の
復
刊
『
世
阿弥能楽論集』（二○○四年、たちばな出版）から、一一一作品を
選定、文庫化。タイトルにある二伝書および『能作書（一一一
道
迄
を
収
録
。
巻
末
に
小
林
保
治
の
解
説
を
付
す
。
〈附子〉など、小・中学校の教科書に採録されることの多い作
品
が
中
心
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
多
く
使
用
し
た
説
明
の
ほ
か
、
声
に
出
し
て
読
ま
せ
る
た
め
に
原
文
を
抄
録
す
る
。
大
判
で
活
字
も
大
き
く
、
子
供
が
絵
本
の
よ
う
に
手
に
取
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
様
々
な
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
児
童
・
学
生
の
み
な
ら
ず
、
学
習
指
導
要
領
に
古
典
芸
能
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
学
校
教
員
に
も
有
益
な
一
冊
で
あ
ろ
う
。
「
浄
瑠
璃
と
謡
文
化
宇
治
加
賀
橡
か
ら
近
松
・
義
太
夫
△
（
田
草
川
みずき箸。Ａ５判川頁。３月。早稲田大学出版部。三八○○
円）学
位
論
文
の
単
行
本
化
。
能
に
造
詣
の
深
か
っ
た
古
浄
瑠
璃
太
夫
字
「新発田「謡曲」のあゆみ」（澁谷嘉之編・発行。Ａ４判横型
川頁。３月。非売品）
新
潟
県
新
発
田
市
に
お
け
る
能
の
享
受
史
を
、
明
治
期
か
ら
現
代
ま
で
を
丁
寧
に
追
う
。
親
子
一
一
代
で
二
十
四
世
観
世
元
滋
の
内
弟
子
と
な
っ
た
仁
木
家
、
現
在
の
新
発
田
観
世
同
好
会
の
歴
史
や
歴
代
の
中
心
人物等について紹介するほか、近世の新発田
藩溝口氏時
代の
能
楽
史
も
、
市
史
類
を
引
用
す
る
形
で
ふ
れ
て
い
る
。
野
上
豊
一
郎
批
評
集
成
咄
文
献
篇
「
精
解
・
風
姿
花
伝
』
（
野
上
豊
一
郎
箸
。
Ａ
５
判
珊
頁
。
２
月
。
書
騨
心
水
。
六
四
○
○
円
）
二
○
○
九
年
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
、
野
上
豊
一
郎
の
評
論
関
係
の
著
作
を
集
め
た
シ
リ
ー
ズ
の
、
入
門
篇
・
専
門
篇
・
人
物
篇
に
続
く
第
四冊。「文献篇」と銘打たれた本書には『花伝書研究」（一九
四八年）を書名改題の上、収録する。
三五○○円）
滋
賀
県
甲
賀
市
の
市
史
第
二
巻
で
、
第
一
巻
の
古
代
に
続
き
、
中
世
を
通
史
と
し
て
ま
と
め
る
。
第
四
章
第
五
節
「
文
芸
と
芸
能
の
展
開
」
に近江猿楽下三座が取り上げられている。全八巻の予定。
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「古典劇との対話Ｉムラ、舞台表現の魅力を探る』（みなもとご
ろう編。菊判川頁。３月。翰林書房。一八○○円）
二
○
一
○
年
か
ら
二
○
一
一
年
に
か
け
て
日
本
女
子
大
学
で
行
わ
れ
た
三
つ
の
催
し
物
の
活
字
化
。
「
Ｉ
古
典
演
劇
の
東
西
ｌ
女
性
・
映
画
・
演
劇
」
は
当
日
に
観
世
寿
夫
「
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
』
の
記
録
映
画
を
上
映
し
た
も
の
で
、
当
該
映
画
の
監
督
で
あ
る
羽
田
澄
子
や
、
観
世
銭
之
丞
、
石
井
倫
子
ら
が
寿
夫
や
映
画
に
つ
い
て
語
る
。
「
Ⅱ
武
智
鉄二演出『東海道四谷怪談』をめぐって」も記録映画上映の
「能・狂言を学ぶ人のために』（林和利編。四六判川頁。３月。
世界思想社。一一三○○円）
学
術
書
・
教
養
書
を
専
門
と
す
る
出
版
社
が
送
る
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
入
門
書
「
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
シ
リ
ー
ズ
の
能
・
狂
言
編
。
総
勢
二
十
一
名
の
執
筆
者
が
、
歴
史
、
作
品
、
伝
書
、
演
技
等
に
つ
い
て
ひ
も
解
く
ほ
か
、
用
語
・
曲
目
解
説
、
伝
書
の
解
題
・
解
読
の
手
引
き
な
どの付録も充実している。
治
加
賀
縁
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
、
謡
文
化
が
浄
瑠
璃
へ
及
ぼ
し
た
影
響
を
詳
ら
か
に
し
て
い
く
。
浄
瑠
璃
芸
論
と
謡
伝
書
と
の
関
係
や
浄
瑠
璃
作
品
の
謡
曲
摂
取
、
技
法
面
で
の
関
係
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
考
察
に
及
ぶ
。
著
者
が
学
生
時
代
か
ら
謡
を
嗜
ん
だ
経
験
も
多
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
近
世
文
学
会
賞
受
賞
論
文
「
宇
治
加賀橡の浄瑠璃芸論『竹子集」序文と「塵芥抄』系謡伝書ｌ
進
藤
以
三
箸
『
筆
の
次
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」
収
録
。
「梅原猛の授業能を観る』（梅原猛箸。四六判Ⅲ頁。４月。
朝日新聞出版。一八○○円）
哲
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
「
授
業
」
と
題
し
初
心
者
向
け
に
解
説
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
第
四
弾
で
能
を
扱
う
。
二
○
○
九
年
一
月
～
二
○
一
○
年
三
月
に
行
わ
れ
た
講
演
「
梅
原
猛
能
を
観
る
」
（
於
大
槻
能
楽
堂
）
を
も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で
、
能
の
作
品
十
五
曲
を
取
り
上
げ
、
詳
説
する。
中世文学と隣接諸学７『中世の芸能と文芸』（小林健二編。
Ａ５判棚頁。５月。竹林舎。一四八○○円）
中世文学を様々な側面から照射する論文集全十巻のシリー
ズの第七巻芸能・文芸編。全五章計二十五本の論考からなり、
能・狂言のほか、延年・舞楽・宴曲・幸若など、各分野の第
一人者の研究論文が収録されている。能楽関係論文の詳細に
ついては作品研究および狂言研究の各項に譲る。
後
に
、
映
画
に
出
演
し
た
川
口
小
枝
ら
が
登
壇
し
た
模
様
を
収
録
。
「
Ⅲ
こ
と
ば
の
身
体
性
ｌ
語
る
・
調
う
・
話
す
ｌ
」
は
観
世
流
シ
テ
方野村四郎や文楽大夫の豊竹咲大夫らが、言葉と古典演劇の
関
係
に
つ
い
て
、
能
・
浄
瑠
璃
か
ら
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
至
る
ま
で
討
議
に
及
ん
で
い
る
。
「
伊
藤
正
義
中
世
文
華
論
集
第
一
巻
謡
と
能
の
世
界
（
上
崖
（
伊
藤
正
義
箸
。
Ａ
５
判
帆
頁
。
６
月
。
和
泉
書
院
。
一
四
○
○
○
円
）
１７９研究展望(平成24年）
観
世
流
女
流
能
楽
師
の
著
者
が
、
「
風
姿
花
伝
」
を
中
心
に
世
阿
弥
伝
書
の
一
節
を
引
き
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
自
身
の
考
え
や
体
験
を
語
る
。
内
容
は
生
い
立
ち
や
稽
古
、
舞
台
、
世
阿
弥
の
こ
と
、
新
作
能
「
ひ
め
「風姿花伝の如く』言
研究所。一五○○円）
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
著
者
が
、
能
・
狂
言
に
つ
い
て
紹
介
す
る
書
。
用
語
の
解
説
だ
け
で
な
く
、
「
能
の
社
会
学
」
「
能
の
経
済
学
」
な
ど
、
当
該
分
野
の
他
の
書
籍
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
視
点
か
ら
能
を
説
明
し
て
い
る
点
が
新
鮮
で
あ
る
。
古
典
芸
能
番
組
を
手
が
け
て
い
た
時
の
裏
話
な
ど
、
著
者
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
収
め
る
。
「能・狂言の見方楽しみ方
山川出版社。一八○○円）
「うつぼ舟Ⅳ世阿弥の恋』（梅原猛箸。四六判捌頁。７月。
角川学芸出版。二五○○円）
ス
ー
パ
ー
能
を
手
が
け
る
梅
原
猛
に
よ
る
、
能
に
ま
つ
わ
る
著
作
シ
リ
ー
ズ
う
つ
ぼ
舟
の
第
四
冊
。
恋
・
狂
・
闇
・
老
の
四
部
に
分
け
、
世
阿
弥
関連作品について独特の切り口で自論を展開する。
能
楽
研
究
の
泰
斗
で
二
○
○
九
年
に
逝
去
し
た
著
者
の
著
作
集
成
。
第
一
巻
で
あ
る
本
書
は
、
作
品
研
究
の
論
考
が
中
心
で
、
著
者
が
押
し
進
め
て
き
た
伊
勢
物
語
や
古
今
集
の
古
注
釈
書
と
能
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
が
並
ぶ
。
以
降
第
六
巻
ま
で
続
刊
予
定
。
能・狂言の見方楽しみ方」（柳沢新治箸。四六判珊頁。８月。
（足立禮子箸。
四
六
判
珊
頁
。
８
月
。
Ｐ
Ｈ
Ｐ
「
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
加
賀
の
能
楽
名
品
展
』
（
国
立
能
楽
堂
調
査
資
料
係
編
、
田
邊
三
郎
助
・
長
崎
巌
監
修
。
Ａ
４
変
型
判
Ⅲ
頁
。
９
月
。
日本芸術文化振興会。二一一一八○円）
『
能
の
か
た
ち
Ｎ
－
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
美
の
玉
手
箱
』
（
福
岡
市
博
物
館
編
。
Ａ
４
判
加
頁
。
９
月
。
能
の
か
た
ち
展
実
行
委
員
会
。
二
一
九
○
円
）
九
月
十
五
日
～
十
一
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
同
名
展
覧
会
の
図
録
。
各所から集めた膨大な展示資料が、すべてカラー写真で掲載。
特
に
能
面
の
数
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
巻
末
に
は
同
博
物
館
所
蔵
の能面一覧をモノクロ写真で掲載する。なお、本研究所及び
本
学
鴻
山
文
庫
の
資
料
も
出
品
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「続狂言の形成と展開』（橋本朝生箸。Ａ５判棚頁。９月。
瑞木書房。一○○○○円）
狂
言
研
究
の
第
一
人
者
の
論
考
を
集
め
た
書
。
「
狂
言
の
成
立
と
展
開』（一九九六年）・「中世詩劇としての狂言』（一九九七年）
以
降
の
著
作
が
中
心
で
、
著
者
の
研
究
の
集
大
成
と
な
っ
た
。
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
茶
道
学
大
系
』
な
ど
の
別
分
野
の
書
籍
に
執
筆
し
た
も
の
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
二
○
二
年
九
月
に
著
者
が
急
逝
し
た
た
め
、
自
身
が
本
書
の
完
成
ま
で
携
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
編
に
わ
た
る
正
確
無
比
な
仕
事
ぶ
り
が
光
る
。
巻
末
の
あ
と
が
き
は
後
事
を
託
さ
れ
た
夫
人
が
執
筆
し
て
い
る
。
ゆ
り
の
乙
女
達
」
に
つ
い
て
な
ど
。
180
「ふるさとの能面と芸能を訪ねて』（曾我孝司箸。Ｂ６判ｗ頁。
、
月
。
雄
山
閣
。
二
六
○
○
円
）
岐
阜
県
生
ま
れ
の
著
者
が
、
故
郷
と
そ
の
近
隣
の
能
面
と
民
俗
芸
能
を調査した結果をまとめた書。各地の白山神社を中心に調査
の
上
、
白
山
信
仰
と
の
結
び
つ
き
を
考
察
す
る
。
第
一
編
は
地
方
に
伝
わ
る
能
面
の
紹
介
で
、
岐
阜
の
ほ
か
、
奈
良
・
滋
賀
・
福
井
・
石
川
の
各
県
に
調
査
が
及
ぶ
。
第
二
編
で
は
、
岐
阜
・
福
井
・
石
川
の
各
地
に
伝
わ
る
芸
能
の
検
討
で
、
幸
若
舞
や
延
年
、
能
狂
言
な
ど
を
紹
介
。
『能面の世界」（西野春雄監修、見市泰男解説。菊判Ⅲ頁。９
月。平凡社。一八○○円）
面
に
つ
い
て
の
入
門
書
。
能
面
・
狂
言
面
を
写
真
で
紹
介
し
な
が
ら
解
説
を
加
え
る
。
能
面
単
体
だ
け
で
な
く
舞
台
写
真
も
ま
じ
え
て
、
ど
の
面
が
ど
ん
な
作
品
に
用
い
ら
れ
る
の
か
を
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
配
慮
し
て
あ
る
。
初
心
者
向
け
に
能
面
の
見
分
け
方
の
解
説
の
ほ
か
、
制
作
工
程
や
能
面
が
鑑
賞
で
き
る
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
も
紹
介
す
る
。
同
名
展
示
の
図
録
。
近
世
以
降
能
が
さ
か
ん
だ
っ
た
石
川
県
に
伝
わ
る
名
品
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
尾
山
神
社
・
江
沼
神
社
・
金
沢
能
楽
美
術
館
か
ら
出
品
さ
れ
た
能
・
狂
言
面
と
装
束
の
写
真
を
収
録
。
面
に
つ
い
て
は
全
七
十
七
面
を
表
・
裏
両
方
の
写
真
を
掲
載
す
る
な
ど
、
編
集
に
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
。
能
装
束
に
つ
い
て
は
末
尾
に
詳
細
な
解
説
が付されている。
「三島由紀夫と能楽『近代能楽集」、または堕地獄者のパラ
ダイス』（田村景子箸。四六判Ⅲ頁。ｎ月。勉誠出版。二八
○○円）
著者の学位論文をもとにした、三島由紀夫「近代能楽集』
研究。二部構成で、第１部では近代以降の能楽史をおさえな
がら三島と能楽の接触について論じる。第２部は各作品の分
析で、『近代能楽集』に入集した八作品は無論、三島自身が
「廃曲」とした「源氏供養」についても論考に及び、三島と
能
楽
と
の
か
か
わ
り
す
べ
て
と
真
塾
に
向
き
合
っ
た
著
者
の
姿
勢
が
窺
える。
『明治演劇史」（渡辺保箸。四六判棚頁。ｎ月。講談社。二八
○○円）
前著「江戸演劇史（上・下）」三○○九年）に続く、演劇評
論
家
で
あ
る
著
者
が
演
劇
を
通
史
的
に
捉
え
た
書
。
維
新
に
始
ま
り
、
日本が混乱を極めた明治期に、演劇がたどっ
た歩みを社
会背
景
と
も
に
綴
る
。
能
楽
・
文
楽
・
歌
舞
伎
と
い
っ
た
古
典
演
劇
界
の
み
ならず、女優の誕生や吉田東伍による世阿弥伝書発見につい
て
も
詳
述
す
る
な
ど
、
テ
ー
マ
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
能
楽
関
係
箇
所
の
み
章
題
を
掲
げ
て
お
く
。
第
一
章
一
「
も
う
一
つ
の
明
治
維
新
ｌ
梅若実と宝生九郎」、第一一章三「岩倉邸天覧能」、第一一一章一一
「英照皇后と岩倉具視」、第三章四「芝山内能楽堂」、第六章
一「能楽会と稲荷能」、第九章二「吉田東伍」。
１８１研究展望(平成24年）
【資料研究・資料紹介】
ま
ず
、
目
録
か
ら
紹
介
し
た
い
。
石
井
倫
子
「
幣
原
道
太
郎
氏
旧
蔵
能
楽
関
係
図
書
目
録
」
含
能
楽
研
究
」
釦
。
３
月
）
は
、
平
成
通
年
に
濁
協
大
学
名
誉
教
授
幣
原
道
太
郎
氏
の
ご
遺
族
よ
り
能
楽
研
究
所
に
寄
贈
を
受
け
た
能
楽
関
係
図
書
の
目
録
。
江
戸
中
期
筆
の
「
風
姿
華
伝
抄」（四巻本系丙種本）や江戸初期筆の八帖本花伝書の善本か
ら
能
楽
関
係
の
洋
書
ま
で
を
含
む
約
加
点
の
資
料
が
目
録
化
さ
れ
て
い
る。次
に
、
謡
本
・
謡
伝
書
と
謡
教
授
に
関
わ
る
資
料
紹
介
を
概
観
す
る
。
謡
本
の
紹
介
と
し
て
は
、
福
島
和
夫
「
永
禄
七
年
金
剛
又
兵
衛
康
季
節
付
謡
本
考
ｌ
影
印
・
覚
書
」
（
「
日
本
音
楽
史
研
究
」
８
．
９
月
）
と
、
小
林
健
二
「
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
『
平
松
家
旧
蔵福王流番外謡曲八百十番本」解題」ｓ神戸女子大学古典芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
５
．
３
月
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
永
禄
七
年
（一五六四）八月十一日の金剛又兵衛康季の署名花押を有する、
又
兵
衛
康
季
節
付
の
金
剛
流
謡
本
を
、
影
印
と
解
題
を
付
し
て
紹
介
し
た
も
の
。
高
砂
・
忠
則
・
松
風
の
三
番
を
収
め
た
列
帖
装
一
帖
の
み
な
が
ら
、
知
ら
れ
る
限
り
慶
長
以
前
に
遡
る
現
存
唯
一
に
し
て
最
古
の
金
剛
流
謡
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
山
岸
弥
平
刊
金
剛
流
内
組
本
と
の
異
同
や
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
本
書
を
含
め
た
金
剛
流
謡
本
（
江
戸
後
期
写
本
五
点
な
ど
）
の
目
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
伊
藤
正
義
氏
が
同
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
た
資
料
の
う
ち
、
江
戸
後
期
に
福
王
流
の
高
弟
で
あ
っ
た平松善右衛門家の番外謡曲八百十番本（平松家本）について、
「
未
刊
謡
曲
集
』
続
四
で
の
田
中
允
氏
に
よ
る
簡
潔
な
紹
介
を
ふ
ま
え
詳
し
く
考
察
し
、
曲
名
一
覧
を
付
し
た
も
の
。
こ
の
謡
本
は
六
十
七
冊
・
四
百
七
十
五
番
が
現
存
し
て
お
り
、
目
録
の
奥
書
に
は
、
天
明
八
年（一七八八）の大火で伝来の謡本写本を焼失した後、文政十
一年（一八二八）に平松善右衛門信尚が書写させた旨がみえる。
平
岡
家
旧
蔵
の
関
西
大
学
蔵
「
番
外
謡
曲
集
』
と
の
近
似
点
・
相
違
点
を
、
書
き
入
れ
を
中
心
に
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
両
家
に
共
通
す
る
宗
家
で
あ
る
福
王
家
の
謡
本
が
親
本
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
を
推
測
、
ま
た
、
秘
伝
と
な
る
蘭
曲
や
ク
セ
、
語
り
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
謡
教
授
家
と
し
て
別
に
伝
授
す
る
意
図
が
指
摘
さ
れ
て
いる。謡伝
書
に
つ
い
て
は
、
大
谷
節
子
・
松
居
郁
子
「
京
観
世
謡
伝
書
『そなへはた」解題と翻刻」ｓ神戸女子大学文学部紀要』妬。
３月）が出ている。岩井七郎右衛門家四代の岩井直恒（一七二
八
～
一
八
○
三
に
よ
る
謡
の
章
法
に
関
す
る
四
部
の
伝
書
の
一
つ
を
、
岩
井
家
の
筆
頭
弟
子
で
あ
っ
た
大
西
家
に
伝
わ
る
直
恒
自
筆
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、
解
題
を
付
し
た
も
の
。
解
題
に
よ
れ
ば
、
底
本
は
君
家義知が直恒から口授された教えを筆録した本をもとに直恒
自
身
が
書
写
し
た
も
の
で
、
直
恒
の
子
、
五
代
信
精
に
よ
る
校
正
の
墨
書
や
付
菱
も
付
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
同
書
を
寛
政
十
一
年
二
七
九
九）に岩井家の門人澤邉が清書した本（大西家所蔵）、及びペ
ン書きの明治期写本（青木道喜氏所蔵、「あやはとり』等と合
写）が伝本として存在しており、翻刻は虫損箇所を寛政十一
182
年
写
本
で
補
い
、
明
治
期
写
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
と
い
う
。
謡
の
章
法
の
理
論
書
と
し
て
は
大
変
詳
細
な
も
の
で
、
翻
刻
で
は
節
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
活
字
と
共
に
影
印
を
組
ん
で
い
る
お
り
、
原
本
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
の
広
島
に
お
け
る
謡
教
授
を
物
語
る
資
料
紹
介
に
、
小
林
健
二
「
「
保
田
家
旧
蔵
浅
井
織
之
丞
等
書
簡
」
解
題
と
翻
刻
」
（
「
能
楽
研
究
』
洲
。
３
月
）
が
あ
る
。
広
島
の
商
家
保
田
家
旧
蔵
の
九
通
の
書
簡
を
貼
り
込
ん
だ
巻
子
本
（
県
立
広
島
大
学
学
術
セ
ン
タ
ー
図
書
館
所
蔵
）
の
解
題
と
翻
刻
紹
介
で
、
同
書
を
撮
影
し
た
画
像
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
保
田
九
左
衛
門
宛
て
の
浅
井
織
之
丞
朝
盈
書
状
六
通
と
、
保
田
常
槌
宛
の
観
世
清
暘
の
年
頭
挨
拶
状
、
山
崎
清
吉
・
保
田
常
槌
宛
の
清
暘
の
八
朔
礼
状
、
保
田
九
左
衛
門
・
兵
蔵
宛
の
浅
井
織
之
丞
・
官
三
郎
・
亀
八
郎
連
名
の
改
年
挨
拶
状
で
、
文
化
九
年
（一八一一一）から文政六年（一八一一三）までにわたるものである
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
解
題
に
よ
れ
ば
、
保
田
家
の
当
主
は
四
代
目
か
ら
七
代
目
に
か
け
て
謡
を
嗜
み
、
京
観
世
の
園
氏
や
大
坂
の
浅
井
織
之
丞
に
つ
い
て
研
鐙
を
積
ん
で
い
た
と
い
い
、
保
田
家
伝
来
の
九
種
の
揃
い
の
謡
本
や
謡
本
端
本
三
点
の
概
要
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
状
の
内
容
か
ら
、
浅
井
織
之
丞
が
中
津
の
神
事
能
の
後
に
広
島
に
寄
っ
て
謡
の
稽
古
を
付
け
て
い
た
こ
と
や
、
観
世
清
暘
に
関
す
る
事
績
を
紹
介
し
、
清
暘
が
家
督
相
続
し
左
近
と
改
名
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
に
も
注
目
し
て
い
る
。
演
出
研
究
に
関
わ
る
資
料
紹
介
と
し
て
は
、
喜
多
真
王
「
翻
刻
「
舞
曲寿福抄」後藤得三本（三）」（「国立能楽堂調査研究」６．３
月）が挙げられる。喜多七大夫古能の伝書「舞曲寿福抄」（寛
政十一年序）の伝本のうち、後藤得三本（その複写本）の翻刻
分載三回目で、約Ⅳ丁分に相当する内容。〈融〉酌之舞・〈安
宅〉延年之舞など演出についての記事が多い。〈湯谷〉で故郷
に
老
母
が
い
る
と
い
い
つ
つ
実
は
「
隠
し
男
」
が
い
る
た
め
宗
盛
が
暇
を
出
さ
な
い
の
だ
と
す
る
有
名
な
解
釈
が
、
す
で
に
本
書
に
習
い
と
し
て書かれている点なども興味深い。
演
能
記
録
や
番
組
史
料
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
以
下
四
点
。
ま
ず、演能記録調査研究グループ編（代表・表章）「「触流し御
能
組
』
演
者
名
索
引
（
下
）
ｌ
昌
触
流
し
御
能
組
』
演
者
名
総
覧
と
索
引（五）〕」ｓ能楽研究」刑。３月）は、享保六年以降、江戸城
内
で
行
わ
れ
た
演
能
記
録
を
集
成
し
た
「
触
流
し
御
能
組
」
か
ら
抽
出
さ
れ
た
演
者
名
の
索
引
で
、
「
能
楽
研
究
」
弧
に
掲
載
さ
れ
た
立
ち
方
の
索
引
に
続
く
、
蝿
子
方
分
の
索
引
で
あ
る
。
青
柳
有
利
子
・
江
口
文
恵
・
周
重
雷
・
中
尾
薫
・
深
澤
希
望
・
入
口
敦志・竹本幹夫「「葛巻昌興日記」所引能楽関係記事稿（三）」
ｓ
演
劇
映
像
学
２
０
１
１
第
４
集
」
。
３
月
）
は
、
金
沢
藩
主
前
田
綱
紀
に
近
侍
し
た
葛
巻
昌
興
の
日
記
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
資
料
館
蔵
）
に
み
え
る
芸
能
関
係
記
事
紹
介
の
三
回
目
で
、
徳
川
綱
吉
治
世
の
延
宝
九
年
（
一
六
八
二
五
月
か
ら
年
末
ま
で
の
間
の
関
係
記
事
に
解
説が付されている。特に、同年八月十三日・一一十一一日・一一十
六
日
に
前
田
家
江
戸
屋
敷
で
行
わ
れ
た
将
軍
宣
下
祝
儀
能
に
つ
い
て
、
番
組
・
役
者
・
招
待
客
を
は
じ
め
と
し
た
実
態
が
う
か
が
え
る
記
事
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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「
国
立
能
楽
堂
」
で
連
載
の
「
証
言
・
能
楽
史
能
を
見
た
人
び
と
の記録」（川～川。１～ｎ月）は、『妙法院日次記」延享五年
五
月
六
日
・
天
明
五
年
三
月
一
一
十
五
日
条
・
天
明
六
年
正
月
七
日
条
・
天
明
七
年
六
月
二
十
五
日
条
・
寛
政
四
年
九
月
十
四
日
条
、
「
真
仁
法
親
王
日
記
』
天
明
七
年
正
月
九
・
十
・
十
二
・
十
四
日
条
、
ま
た
「
岡
山
藩
日
次
記
』
元
禄
九
年
八
月
五
・
六
日
条
の
記
事
に
短
い
解
説
を
付
し
た
も
の
。
妙
法
院
門
主
・
真
仁
法
親
王
周
辺
で
の
演
能
や
、
元
禄
九
年
（
’
六
九
六
）
に
将
軍
綱
吉
が
江
戸
城
中
奥
舞
台
で
催
し
た
能
で
、
岡
山
藩
主
・
池
田
綱
政
が
「
三
輪
」
の
シ
テ
を
演
じ
た
際
の
、
段
取
り
や
装束に関する記事などが取り上げられている。
幕
末
維
新
期
に
関
し
て
は
、
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
ター伊藤正義文庫にある約千七百点の番組を収める二十一一一冊
の
番
組
帳
等
を
通
し
て
幕
末
以
降
の
京
都
能
楽
界
の
様
相
を
考
察
し
た
、
宮
本
圭
造
「
幕
末
維
新
期
の
京
都
能
楽
界
ｌ
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
『
幕
末
明
治
京
都
等
能
番
組
集
」
の
紹
介
と
考
察
」
ｓ
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能研究センター紀要」５．３月）がある。同書は従来、「前川
家
旧
蔵
能
番
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
法
政
大学能楽研究所河村隆司文庫の番組も含めた総合的検討から、
前
川
八
兵
衛
が
蒐
集
し
た
膨
大
な
番
組
集
が
、
死
後
、
京
観
世
薗
家
の
弟
子
で
前
川
八
兵
衛
と
も
交
流
が
あ
っ
た
富
田
清
肋
の
手
元
に
わ
た
り
、
富
田
清
助
に
よ
り
蒐
集
を
続
け
た
経
緯
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
組集には、文政十二年（一八二九）から明治二十年代に及ぶ、
多
岐
に
わ
た
る
場
で
の
能
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
特
に
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
京
都
で
催
さ
れ
た
能
興
行
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
ざ
れ
て
い
る
と
い
う
。
喜
多
流
の
大
夫
、
竹
内
達
三
郎
が
所
有
す
る
竹
内
舞
台
を
は
じ
め
と
し
た
京
都
に
お
け
る
能
興
行
の
舞
台
に
つ
い
て
考
証
し
、
片
山
真
助
・
野
村
三
次
郎
と
い
っ
た
役
者
の
活
躍
な
ど
を
み
つ
つ
、
幕
末
京
都
の
能
界
が
そ
れ
な
り
に
隆
盛
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
元
治
元
年
二
八
六
四
）
の
大
火
後
も
迅
速
に
舞
台
再
建
や
能
界
復
興
が
進
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
慶
應
二
年
五
月
の
竹
内
舞
台
で
の
能
に
喜
多
流
家
元
が
密
か
に
出
演
し
「
石
橋
」
を
出
し
て
い
た
り
、
江
戸
の
家
元
を
経
済
的
に
助
成
す
る
た
め
の
京
都
で
の
能
興
行
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
明
治
二
年
の
観
世
清
孝
の
京
都
で
の
興
行
は
大
成
功
で
あ
っ
た
も
の
の
明
治
五
年
か
ら
十
年
代
前
半
に
か
け
て
の
番
組
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
衰
退
期
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
家
元
の
動
向
に
関
わ
る
指
摘
も
興
味
深
い
。
「
幕
末
明
治
京
都
等
能
番
組
集
」
は
写
真
撮
影
と
デ
ー
タ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
今
後
の
活
用
が
期
待
される。
近
代
に
つ
い
て
は
、
以
下
二
本
。
初
代
梅
若
実
資
料
研
究
会
「
初
代
梅
若
実
筆
「
芸
事
上
数
々
其
他
秘
書
当
座
扣
井
二
略
見
出
シ
ノ
事
』
翻
刻（二）」（「武蔵野大学能楽資料センター紀要」別。３月）は、
梅若玄祥所蔵の同文書を一一一回に分けて紹介する連載の二回目。
同
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
複
写
本
で
岨
枚
分
に
相
当
す
る
内
容
を
翻
刻
す
る
。
能
と
歌
舞
伎
の
比
較
か
ら
始
ま
っ
て
、
能
の
心
得
や
故
実
、
諸
記
録
、
初
代
梅
若
実
の
活
躍
し
て
い
た
当
時
の
能
界
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
齋
藤
祐
一
。
謡
曲
能
楽
実
演
に
就
き
て
」
Ｉ
「
古
市
公
威
参
考
資
料
』
所
収
の
能
楽
記
事
よ
り
」
Ｓ
知
性
と
創
造
ｌ
日
中
学
者
の
思
考
』
３
．
１
月
）
は
、
帝
184
国大学工科大学教授・内務省土木局長であった古市公威が初
世
梅
若
実
の
門
下
と
し
て
行
っ
た
演
能
活
動
を
、
土
木
学
会
附
属
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
「
古
市
公
威
参
考
資
料
」
（
古
市
公
威
の
没
後
に
知
人
ら
へ
の
取
材
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
）
の
「
謡
曲
能
楽
実
演に就きて」を通して紹介し、「梅若実日記」の対応記事と
共に掲出したもの。
そ
の
他
、
能
装
束
に
関
す
る
研
究
に
、
田
中
淑
江
「
能
装
束
の
着
装
の
変
化
に
関
す
る
一
私
見
Ｉ
小
袖
物
能
装
束
の
寸
法
の
変
化
か
ら
」
ｓ
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
」
６
．
３
月
）
が
あ
る
。
加
賀
藩
前
田
家
に
伝
来
し
た
年
記
の
明
ら
か
な
小
袖
物
の
能
装
束
二
十
四
領
に
つ
い
て
各
々
、
仕
立
て
上
重
要
な
十
六
ヶ
所
の
採
寸
を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分
析
し
、
能
装
束
の
形
態
や
着
装
の
変
化
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
文
化
～
文
政
期
と
天
保
～
安
政
期
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て比較すると、後者は前者に比べ、身丈が約５ｍ伸び、身幅、
特
に
前
幅
が
狭
く
な
り
、
袖
幅
が
肩
幅
よ
り
広
い
形
状
が
急
増
す
る
特
徴があるといい、その背景には現在の「唐織紐」の源流とな
る
着
付
け
の
小
道
具
「
帯
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
等
の
着
装
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
能
装
束
の
寸
法
デ
ー
タ
と
傾向分析は詳細なもので、絵画資料や文献資料にみえる着装
方
法
も
含
め
、
総
合
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
能
舞
台
に
関
す
る
も
の
に
、
山
田
文
子
・
河
内
浩
志
「
建
築
家
・
大
江
宏
の
「
能
舞
台
」
の
記
述
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
含
日
本
建
築
学
会
中
国
支
部
研
究
報
告
集
』
妬
。
３
月
）
が
あ
る
。
国
立
能
楽
堂
等
の
能
楽
堂
を
制
作
し
た
大
江
宏
の
著
作
「
建
築
作
法
』
「
世
界
建
築
設
計
図
集
７
国
立
能
楽
堂
」
『
建
築
と
気
配
』
や
設
計
図
面
に
基
づ
き
、
大
江
宏
が
能
舞台をどのように捉えていたかを考察したものである。
最
後
に
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
資
料
紹
介
と
し
て
、
月
刊
『
観
世
』
の
見
返
し
で
連
載
中
の
「
観
世
文
庫
の
文
書
」
に
ふ
れ
て
お
く
。
前
年
に
引
き
続
き
、
観
世
文
庫
の
資
料
が
写
真
と
簡
潔
な
解
題
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
紹
介
さ
れ
た
書
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内は担当執筆者）。「能絵図』（深澤希望）、「舞台仕様書』（江
口文恵）、「京都観世屋敷関係史料』（天野文雄）、『享保十九
年二月一一十一一日於西ノ丸観世織部嬢捨演能次第」（中司由起
子）、「観世家歴代花押・名乗り等書留』（井上愛）、「片山豊
恭より福王甚五郎へ言上状」（山中玲子）、「御稽古之控』（青
柳有利子）、『観世元章編「能楽諸家等過去帳迄（落合博志）、
『観世清暘遺言状』（小林健二）、『観世清親筆「あつめ書」」
（鵜澤瑞希）、「陶嶺宗鉗筆贈観世元章詩文』（長田あかれ）、
「一一月三日付成身院宛て細川持常書状』（小川剛生）。
【能楽論研究】
能
楽
論
研
究
は
少
な
く
、
世
阿
弥
伝
書
に
関
わ
る
三
本
の
み
。
重
田
みち「大様なる能と世阿弥の脇能」ｓ芸能史研究』川。７月）
は、「花伝』花修篇に「大様にすべき能」「大様なる能」とみ
える芸について、八嶋正治氏による先行研究を検証しつつ、
そ
れ
が
世
阿
弥
の
祝
言
的
脇
能
の
形
成
過
程
に
関
わ
っ
た
経
緯
を
考
察
したもの。花修篇第三条末尾の論は八嶋氏の指摘するように
犬
壬
の
芸
を
念
頭
に
「
か
魁
り
」
を
第
一
義
と
す
る
芸
、
天
女
舞
の
重
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視
が
背
景
に
あ
る
一
方
、
花
修
篇
第
四
条
の
論
は
そ
れ
よ
り
後
の
応
永
二
十
年
代
に
入
る
頃
か
そ
れ
以
降
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
大
様
な
る
能
」
に
つ
い
て
は
、
田
楽
新
座
の
演
じ
た
老
人
約
の
登
場
す
る
能
や
、
後
の
世
阿
弥
の
「
老
体
」
概
念
に
集
約
さ
れ
る
能
を
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
「
三
道
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
祝
言
的
脇
能
は
、
他
座
の
芸
を
摂
取
参
照
し
て
自
座
の
も
の
と
し
た
種
々
の
「
大
様
な
る
」
芸
が
集
め
ら
れ
、
一
体
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
伝
書
の
形
成
過
程
も
含
め
、
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を
持
つ
論
文
だ
が
、
観
阿
弥
が
学
ん
だ
「
昔
の
馬
の
四
郎
」
の
鬼
の
芸
が
『
申
楽
談
儀
』
で
「
大
様
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
を
関
連
記
事
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
中
で
、
鬼
の
芸
が
大
和
猿
楽
古
来
の
芸
で
あ
っ
た
と
す
る
従
来
の
説
に
対
し
、
観
阿
弥
が
榎
並
座
等
の
鬼
の
芸
を
は
じ
め
て
学
ん
だ
こ
と
で
鬼
能
が
大
和
猿
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
な
ど
、
問
題
提
起
に
富
ん
で
い
る
。
ま
た
、
重
田
み
ち
三
花
伝
』
別
紙
口
伝
の
秘
伝
性
」
（
「
鎮
仙
』
Ⅷ
。
５月）は、「花伝』別紙口伝最大の秘事「めずらしき」が初期
三
篇
末
尾
近
く
の
「
物
数
を
極
む
る
心
」
を
花
の
種
と
す
る
論
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
別
紙
口
伝
第
三
条
「
似
せ
ぬ
位
」
と
花
修
篇
第
三
条
、
ま
た
別
紙
口
伝
第
二
条
「
節
ハ
定
マ
レ
ル
形
木
、
曲
ハ
上
手
ノ
モ
ノ
也
」
と
さ
れ
る
「
曲
」
概
念
と
花
修
篇
第
二
条
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
、
花
修
篇
を
書
き
始
め
た
時
か
ら
別
紙
口
伝
の
草
稿
は
す
で
に
書
か
れ
て
い
た
が
、
花
修
篇
を
先
に
、
別
紙
口
伝
を
最
後
に
相
伝
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
。
ま
た
、
応
永
二
十
年
代
に
入
っ
て
以
降
、
別
紙
口
伝
は
最
奥
の
秘
伝
で
は
な
く
な
り
、
「
花
鏡
」
や
「
至
花
道
』
が
別
紙
口
伝
の
さ
ら
に
奥
に
位
置
付
け
ら
れ
る
経
緯
を
、
別
紙
口
伝
の
「
曲
」
概
念
が
「
花
鏡
」
「
音
習
道
之
事
」
に
見
え
る
こ
と
や
、
『
拾
玉
得
花
』
の
「
花
伝
年
来
稽
古
よ
り
、
物
覚
・
問
答
・
別
紙
、
至
花
道
・
花
鏡
、
如
此
の
条
々
」
云
々
と
い
う
記事を通して考察する。
玉村恭「〈かかり〉はどこから・どこへ．どこで生ずるのか
１
世
阿
弥
伝
書
の
英
訳
比
較
を
通
じ
て
」
含
能
楽
研
究
」
胡
。
３
月
）
は
、
世
阿
弥
伝
書
に
み
え
る
「
か
か
り
」
が
、
情
趣
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
ｚ
の
弓
白目》三四房］・・西日の『・］・己］・目の．陣寄日自民】言⑳罠§・
己の勺○・三・ロゴ百・・Ｃ昌巨のぎ①邑聖司・・出自の》、百日・による五
種
の
世
阿
弥
伝
書
の
翻
訳
に
お
い
て
「
か
か
り
」
が
ど
う
翻
訳
ざ
れ
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
比
較
・
分
析
し
、
「
か
か
り
」
の
特
性
と
伝
書
翻
訳の問題を考察したもの。訳語からみると、「かかり」は具
体
的
に
感
知
で
き
る
も
の
と
、
抽
象
的
な
も
の
に
よ
っ
て
存
在
を
感
じ
取
ら
れ
る
の
み
の
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
両
者
に
は
連
続
性
・
互
換
性
が
あ
り
、
物
事
・
事
象
の
体
と
用
を
過
度
に
区
別
せ
ず
あ
る
程
度
一
体
の
形
で
表
象
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
世
阿
弥
に
お
け
る
「
か
か
り
」
と
い
う
言
葉
の
特
性
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
特
性
を
生
か
し
て訳語を統一するならＳロ①という言葉は候補になりうるが、
訳書には翻訳だけでなく差異が焦点化される注釈という性格
も
伴
っ
て
い
る
と
し
、
必
ず
し
も
訳
語
を
統
一
す
る
必
要
は
な
く
、
多
様な解釈の間の差異が存在することを肯定的に評価する。
１８６
【能楽史研究］
数
年
前
ま
で
は
江
戸
時
代
の
中
央
や
地
方
の
能
楽
史
研
究
が
盛
ん
だ
っ
たが、近年は近代能楽史の研究が目立つようになった。
こ
の
年
の
能
楽
史
研
究
関
係
の
論
文
も
、
近
代
の
も
の
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
題
材
や
視
点
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
暫
く
は
こ
の
傾
向
が
続
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
阿
弥
時
代
の
能
を
論
じ
た
の
が
竹
本
幹
夫
「
結
崎
座
と
観
世
座
」
（
演
劇
映
像
学
２
０
１
１
第
４
集
。
３
月
）
で
あ
る
。
翁
猿
楽
座
と
能
・
狂
言
座
の
関
連
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
整
理
し
て
猿
楽
が
信
仰
か
ら
芸
能
へ
と
脱
皮
し
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
共
催
日
仏
演
劇
学
会
で
の
研
究
発
表
原
稿
で
あ
る
。
か
つ
て
表
章
が
発
表
し
た
論
考
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
世
阿
弥
と
禅
竹
の
伝
書
に
見
ら
れ
る
猿
楽
座
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
特
に
世
阿
弥
の
所
説
に
つ
い
て
、
表
章
の
解
釈
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
禅
竹
説
も
加
味
し
つ
つ
細
か
く
検
討
し
て
い
く
。
中
で
も
「
申
楽
談
儀
」
第
二
十
三
条
に
登
場
す
る
大
和
猿
楽
諸
座
に
つ
い
て
、
竹
田
座
・
出
合
座
・
坊
城
座
は
翁
猿
楽
座
で
あ
り
、
竹
田
座
（
円
満
井
座
）
は
禅
竹
の
父
弥
三
郎
以
後
能
・
狂
言
座
の
棟
梁
が
翁
猿
楽
座
の
長
を
兼
ね
た
こ
と
、
出
合
座
は
山
田
猿
楽
の
後
身
で
あ
り
山
田
猿
楽
も
翁
猿
楽
座
だ
っ
た
が
宝
生
・
生
市
・
観
世
の
三
兄
弟
の
う
ち
生
市
が
翁
猿
楽
座
を
継
い
で
他
の
二
人
は
能
・
狂
言
座
の
棟
梁
と
な
っ
た
こ
と
、
坊
城
座
は
金
剛
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
が
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
、
表
章
が
命
名
し
た
翁
座
（
翁
グ
ル
ー
プ
）
・
能
座
（演能グループ）という区別は、能・狂言座でも〈翁〉を演じた
こ
と
か
ら
誤
解
を
招
き
や
す
く
、
座
の
性
格
が
神
事
と
芸
能
に
峻
別
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
神
事
座
」
「
芸
能
座
」
と
呼
ぶ
方
が
実
態
に
近
い
と
す
る
。
そ
し
て
結
崎
座
と
観
世
座
と
い
っ
た
神
事
座
と
芸
能
座
の
固
有
の
関
係
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
、
一
族
の
中
で
神
事
座
と
芸
能
座
に
枝
分
か
れ
し
て
親
族
同
士
が
同
じ
祭
礼
猿
楽
を
分
担
し
合
っ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
。
問
題
点
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
つ
つ
、
重
要
な
指
摘がなされている論考である。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
能
を
取
り
上
げ
た
宮
本
圭
造
「
武
家
手
猿
楽
の
系
譜
ｌ
能
が
武
士
の
芸
能
に
な
る
ま
で
Ｉ
」
（
能
楽
研
究
弱
。
３
月
）
は
、
武
士
の
芸
能
と
し
て
の
能
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
武
家
手
猿
楽
の
創
始
に
つ
い
て
、
永
享
頃
の
大
名
松
畷
子
流
行
の
詳
し
い
分
析
に
よ
り
、
大
名
松
離
子
を
契
機
と
し
て
武
士
自
ら
が
芸
能
を
演
じ
る
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
十
五
世
紀
末
に
は
松
嚇
子
以
外
の
場
で
も
武
家
の
手
猿
楽
が
盛
ん
に
な
る
が
、
大
名
の
家
中
に
優
れ
た
手
猿
楽
者
が
続
出
し
た
様
子
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
国
大
名
も
武
士
が
身
に
付
け
る
べ
き
学
芸
と
し
て
能
を
重
視
し
たので、武士の身分でありながら演能活動に励んだ者がいた。
こ
の
武
家
役
者
の
具
体
例
と
し
て
牛
尾
・
馬
淵
・
下
川
と
い
っ
た
笛
役
者
の
考
察
が
行
わ
れ
る
が
、
実
に
幅
広
い
資
料
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
特
に
笛
役
者
が
目
立
つ
の
は
軍
陣
の
笛
と
関
わ
り
が
あ
り
、
武
家
で
は
笛
の
芸
能
が
特
別
な
意
味
付
け
と
と
も
に
享
受
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
武
家
役
者
の
芸
系
が
一
流
と
見
な
さ
れ
、
武
士
の
芸
道
師
範
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
武
家
役
者
な
ど
の
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手
猿
楽
が
大
名
や
そ
の
家
中
の
稽
古
に
力
を
発
揮
し
、
武
家
役
者
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
独
自
性
を
保
ち
続
け
る
と
述
べ
る
。
繊
密
で
詳
細
な
考
察
な
の
で
全
貌
を
紹
介
し
き
れ
な
い
が
、
江
戸
初
期
に
喜
多
流
が
樹立されて諸藩が喜多流を採用したのも武家手猿楽の展開と
関わるのではないかという指摘もあり、きわめて興味深い内
容の論考である。
大
山
範
子
「
伊
藤
正
義
先
生
遺
稿
「
注
釈
の
行
衛
ｌ
永
禄
二
年
禁
裏
御
能
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
」
（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
５
．
３
月
）
は
、
伊
藤
の
遺
稿
を
紹
介
し
つ
つ
大
山
が
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
四
月
十
二
日
に
催
さ
れ
た
禁
裏
能
に
つ
い
て
、
未
紹
介
資
料
を
用
い
て
考
察
を
試
み
て
い
る
。
ま
ず
『
御
湯
殿
上
日
記
」
と
『
言
継
卿
記
」
の
こ
の
催
し
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
、
次
に
禁
裏
能
が
ど
の
よ
う
な
様
態
で
行
わ
れ
た
か
を
探
る
た
めに伊藤要太郎校訂「匠明」所収の「禁中御殿当代之図」を
転
載
、
さ
ら
に
室
町
後
期
の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
る
禁
裏
能
の
上
演
場
所
に
関
す
る
記
事
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
よ
う
や
く
「
禁
裏
御
能
見
聞
記
」
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
の
だ
が
、
遺
稿
は
こ
こ
ま
で
で
途
切
れ
て
お
り
、
伊
藤
が
こ
の
資
料
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な
考
察
を
行
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
資
料
を
伊
藤
は
琴
堂
文
庫
所
蔵
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
琴
堂
文
庫
の
資
料
が
移
管
さ
れ
た
彦
根
城
博
物
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
所
蔵者の確認も今後の課題として残されている。
林
和
利
「
尾
張
徳
川
家
の
能
楽
Ｉ
式
楽
定
型
化
の
実
相
Ｉ
」
Ｓ
武
家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵
ｌ
尾
張
徳
川
家
伝
来
品
を
起
点
と
し
て
』
。
３
月
）
は
尾
張
徳
川
家
の
能
楽
の
特
色
を
考
察
す
る
。
ま
ず
演
能
記
録
の
分
析
か
ら
幕
府
の
正
式
な
演
能
形
態
が
翁
付
き
五
番
立
て
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
尾
張
徳
川
家
で
は
番
数
に
幅
が
あ
り
、
狂
言
も
幕
府
の
二
番
に
対
し
て
三
番
が
多
い
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
上
演
曲
目
の
集
計
結
果
か
ら
神
仏
に
関
わ
る
曲
や
和
歌
が
主
題
の
曲
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
現
代
の
人
気
曲
と
は
か
な
り
傾
向
が
異
な
る
と
言
う
。
な
お
「
泉
郎
」
を
由
緒
不
明
の
曲
と
す
る
が
、
こ
れ
は
能
「
海
人
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
身
内
が
楽
し
む
た
め
の
催
し
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
や
、
徳
川
美
術
館
の
能
楽
関
係
所
蔵
品
に
は
宝
生
流
と
関
わ
る
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
徳
川
美
術
館
収
蔵
品
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
て
も
っ
と
大
掛
か
り
な
論
考
に
す
る
予
定
だ
っ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
本
格
的
な
論
考
の
発
表
を
期
待
し
た
い
。
大
谷
節
子
・
丸
山
奈
巳
ヨ
文
化
十
四
年
幸
橋
勧
進
能
仕
様
留
帳
』
解
読
ｌ
仕
様
書
を
通
し
て
見
る
観
世
清
暘
勧
進
能
興
行
場
ｌ
」
（
能
と
狂
言
皿
。
４
月
）
は
、
江
戸
で
の
一
世
一
代
勧
進
能
の
興
行
場
の
建
築
仕
様
に
関
す
る
考
察
。
前
年
に
大
谷
が
紹
介
し
た
仕
様
書
に
基
づ
き
、
文
化
十
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
観
世
清
暘
の
勧
進
能
興
行
場
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
ま
ず
勧
進
能
場
と
な
っ
た
幸
橋
門
外
火
除
明
地
の
敷
地
と
し
て
の
特
徴
と
全
体
の
建
物
配
置
を
確
認
し
、
舞
台
や
橋
掛
り
に
つ
い
て
江
戸
城
本
丸
表
能
舞
台
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
使
用
さ
れた木材は椴（とどまつ）で最上級品ではないが、橋掛りは長
く
幅
広
で
、
基
礎
工
事
が
入
念
に
行
わ
れ
て
お
り
、
仮
設
建
築
と
し
て
は
極
め
て
丁
寧
な
施
工
だ
っ
た
と
言
う
。
続
い
て
門
や
桟
敷
の
構
造
を
分
析
し
、
大
名
と
町
人
は
入
口
か
ら
厳
密
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
188
大
名
の
桟
敷
が
内
廊
下
を
備
え
た
格
の
高
い
建
築
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
ほ
か
太
鼓
櫓
や
畳
場
・
入
込
場
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
が
行
わ
れ
る
が
、
観
客
席
す
べ
て
に
雨
を
凌
ぐ
柿
葺
屋
根
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
勧
進
能
の
興
行
場
は
、
興
行
二
日
目
の
夜
に
全
焼
し
た
た
め
再
建
さ
れ
た
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
の
建
造
物
と
し
て
で
は
な
く
再
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
ほ
ど
本
格
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
丸
山
奈
巳
は
こ
の
ほ
か
勧
進
能
に
関
す
る
二
編
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
「
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
に
お
け
る
一
世
一
代
勧
進
能
興
行
場
ｌ
寛
延
３
年
、
文
化
Ⅲ
年
、
天
保
２
年
、
弘
化
５
年
の
実
例
か
ら
、
江
戸
時
代
の
能
劇
場
の
建
築
物
と
し
て
の
評
価
ｌ
」
（
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
万
巻
胴
号
。
３
月
）
は
、
江
戸
で
の
一
世
一
代
勧
進
能
の
う
ち
晴
天
十
五
日
間
の
興
行
と
な
っ
た
寛
延
三
年
・
文
化
十
三
年
・
天
保二年（以上観世大夫）と弘化五年（宝生大夫）の四つについて
敷
地
や
建
物
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
寛
延
と
弘
化
は
筋
違
橋
門
外
火
除
明
地
、
文
化
と
天
保
は
幸
橋
門
外
火
除
明
地
と
場
所
が
異
な
る
が
、
同
じ
場
所
で
も
時
期
が
違
え
ば
敷
地
の
様
子
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
や
、
劇
場
の
規
模
が
資
金
の
負
担
金
額
に
相
当
す
る
見
物
人
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
大
名
・
幕
臣
・
町
人
と
い
う
異
な
る
身
分
の
見
物
者
を収容するために建物が工夫されたことなど、興味深い指摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
江
戸
に
お
け
る
巨
大
仮
設
能
劇
場
に
関
す
る
幕
府
の
対
応
ｌ
寛
延
３
年
、
文
化
Ⅲ
年
、
天
保
２
年
、
弘
化
５
年
の
一世一代勧進能興行の事例からｌ」（日本建築学会計画系論
文
集
而
巻
Ｍ
号
。
４
月
）
で
は
同
じ
四
つ
の
勧
進
能
に
つ
い
て
、
興
行
場
と
な
っ
た
敷
地
の
特
徴
や
設
計
・
施
工
と
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
関
わ
り
方
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。
興
行
場
は
幕
府
の
資
金
で
建
て
ら
れ
る
が
建
築
主
は
大
夫
で
あ
り
、
施
設
の
す
べ
て
の
責
任
は
大
夫
に
あ
っ
た
が
、
興
行
に
お
け
る
治
安
維
持
の
役
割
は
町
奉
行
が
果
た
し
た
こ
と
などが指摘されている。
近
代
能
楽
史
に
つ
い
て
は
、
二
○
二
年
に
行
わ
れ
た
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
「
能
・
狂
言
と
近
代
国
家
」
の
成
果
が
「武蔵野大学能楽資料センター紀要」朋号（３月）に、三つの
論
文
と
鼎
談
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る。小
林
貴
「
明
治
維
新
と
能
・
狂
言
」
は
、
明
治
維
新
時
の
能
楽
界
の
特
徴
的
現
象
を
三
つ
の
点
か
ら
説
明
す
る
。
｜
つ
目
は
明
治
維
新
が
能
楽
史
上
最
大
の
危
機
だ
っ
た
こ
と
で
、
「
梅
若
実
日
記
」
に
基
づ
き
な
が
ら
当
時
の
能
役
者
の
動
向
を
辿
り
、
ワ
キ
方
・
畷
子
方
・
狂
言
方
に
廃
絶
し
た
流
儀
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
二
つ
目
は
明
治
維
新
後
の
能
楽
復
興
に
果
た
し
た
金
剛
唯
一
の
役
割
の
大
き
さ
で
あ
る
。
能
楽
研
究
所
蔵
の
金
剛
舞
台
の
番
組
を
も
と
に
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
飯倉にあった舞台で唯一により公開の催しが着
々と行
われて
い
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
唯
一
の
功
績
が
後
世
に
忘
れ
去
ら
れ
て
梅
若
実だけが功労者として取り上げられるようになった理由につ
い
て
、
老
朽
化
し
た
舞
台
の
移
転
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
再
移
転
し
た
舞
台
の
焼
失
と
い
っ
た
不
幸
な
出
来
事
、
後
継
者
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
坂
戸
金
剛
家
の
断
絶
を
挙
げ
て
い
る
。
三
つ
目
は
狂
言
和
泉
流
が
大
蔵
流
と
肩
を
並
べ
る
メ
ジ
ャ
ー
な
流
儀
に
変
質
し
た
こ
と
で
、
幕
府
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お
抱
え
で
は
な
く
禁
裏
に
密
着
し
て
い
た
和
泉
流
が
王
朝
の
東
遷
に
従
い
東
京
に
進
出
、
三
宅
庄
市
が
岩
倉
具
視
に
抜
擢
さ
れ
て
次
第
に
東
京
の
流
儀
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
三
浦
裕
子
「
岩
倉
具
視
の
能
楽
政
策
と
坊
城
俊
政
ｌ
明
治
一
○
年
代
を中心にｌ」は、岩倉具視が能楽復興に果たした役割を再検
討
す
る
。
岩
倉
が
最
初
に
行
っ
た
能
楽
復
興
事
業
が
「
能
楽
盛
衰
記
』
で
は
明
治
九
年
の
岩
倉
邸
行
幸
啓
能
と
さ
れ
る
の
に
、
雑
誌
「
能
楽
』
で
は
明
治
十
四
年
の
芝
能
楽
堂
開
設
と
さ
れ
る
点
に
注
目
し
、
同
じ
池
内
信
嘉
の
文
章
で
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
ま
た
「
岩
倉
公
実
記
」
と
久
米
邦
武
「
米
欧
回
覧
実
記
」
と
の
比
較
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
を
通
じ
て
能
楽
の
価
値
を
認
識
し
た
の
は
久
米
邦
武
の
方
だ
っ
た
と
言
う
。
岩
倉
邸
行
幸
啓
能
は
能
楽
復
興
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
能
楽
を
叡
覧
す
る
天
皇
の
姿
を
通
し
て
岩
倉
自
身
の
存
在
を
強
く
訴
え
る
も
の
だ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
、
明
治
十
一
年
に
英
照
皇
太
后
の
青
山
大
宮
御
所
に
能
舞
台
が
開
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
が
岩
倉
の
能
楽
復
興
へ
の
関
与
だ
と
す
る
。
ま
た
明
治
十
二
年
の
グ
ラ
ン
ト
将
軍
饗
応
能
は
将
軍
の
希
望
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
能
楽
社
の
設
立
に
坊
城
俊
政
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
従
来
説
明
さ
れ
て
い
る
能
楽
復
興
の
様
子
に
つ
い
て
、
異
な
る
見解を提示している。
氣
多
恵
子
「
初
代
梅
若
実
の
日
清
・
日
露
戦
争
ｌ
明
治
二
○
～
三
○
年
代
の
「
梅
若
実
日
記
』
か
ら
ｌ
」
は
、
明
治
二
十
～
三
十
年
代
の
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
の
時
代
に
、
後
継
者
の
徴
兵
に
対
し
て
梅
若
実
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
ま
ず
明
治
の
日
本
の
徴
兵
令
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
第
に
徴
兵
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
長
男
万
三
郎
を
分
家
梅
若
吉
之
丞
の
養
子
に
し
た
の
は
「
一
家
ノ
主
人
ダ
ル
者
」
が
免
役
さ
れ
る
の
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
梅
若
実
日
記
」
に
よ
る
と
特
に
病
気
で
も
な
い
万
三
郎
が
陸
軍省医務局長の診察を受けているのも免役対策だったとする。
万
三
郎
の
弟
の
二
代
梅
若
実
に
つ
い
て
は
『
梅
若
実
日
記
」
の
徴
兵
検
査
に
関
す
る
記
事
に
よ
り
、
素
人
弟
子
が
心
配
し
て
情
報
収
集
に
努
め
る
様
子
や
、
抽
鍍
の
結
果
戦
地
に
赴
か
ず
に
済
ん
だ
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。
徴
兵
に
よ
っ
て
戦
地
に
送
ら
れ
た
笛
方
の
一
噌
銑
二
と
シ
テ
方
の
観
世
織
雄
の
事
例
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
徴
兵
を
逃
れ
る
た
め
に
素
人
弟
子
の
力
を
総
動
員
し
、
高
い
診
察
費
も
惜
し
ま
ず
医
師
の
診
断
を
受
け
、
遠
く
離
れ
た
神
社
ま
で
参
詣
に
出
か
け
る
と
い
う
初
代
梅
若
実
の
行
動
を
通
し
て
、
戦
意
高
揚
に
加
担
し
て
献
金
を
す
る
一
方
で
大
切
な
人
を
戦
場
に
送
る
ま
い
と
す
る
何
事
に
も
懸
命
な
実
の
姿
を
浮
か
び上がらせる。
山
本
東
次
郎
・
渡
辺
保
・
羽
田
昶
の
鼎
談
「
明
治
演
劇
史
の
中
の
能
・
狂
言
ｌ
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
ｌ
」
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
狂
言
方
・
シ
テ
方
・
ワ
キ
方
の
役
者
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。
山
本
東
次
郎
が
自
身
の
記
憶
や
父
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
、
さまざまな役者の様子を明快に語っていく点が印象深い。
そ
の
ほ
か
の
近
代
能
楽
史
に
関
す
る
論
考
を
紹
介
す
る
。
中
尾
薫
「
能
楽
の
近
代
化
と
池
内
信
嘉
ｌ
能
楽
の
改
良
し
得
ら
る
閥
や
否
や
ｌ
」
（演劇学論叢ｎ．７月）は、明治から大正にかけて能楽振興に
努
め
た
池
内
信
嘉
の
能
楽
改
良
論
を
考
察
す
る
。
池
内
は
あ
る
べ
き
姿
１９０
でない形で復興されている能楽界に危機感を持ち、能楽雑誌
の
発
行
・
嚇
子
方
養
成
と
そ
の
自
立
の
た
め
の
収
入
確
保
の
二
つ
を
柱
に
活
動
を
始
め
た
。
自
身
の
発
行
す
る
雑
誌
「
能
楽
」
に
お
い
て
次
第
に改良を論じるようになり、時間短縮を目的とした〈小鍛冶〉
の
改
良
案
を
提
示
し
た
り
し
て
い
く
。
池
内
が
時
間
短
縮
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
と
し
て
、
明
治
維
新
後
、
大
衆
と
い
う
新
た
な
客
層
を
視
野
に
入れざるを得ない状況だったことがあげられる一方、皇族や
外
国
の
賓
客
饗
応
の
催
し
で
も
時
間
短
縮
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
す
る
。
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
能
楽
の
大
衆
化
と
、
強
力
な
庇
護
者
に
よ
る
能
楽
維
持
と
い
う
二
重
構
造
を
浮
び
上
が
ら
せ
る
論になっている。
児
玉
竜
一
・
中
尾
薫
・
原
田
真
澄
「
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
博
物
館
所
蔵
、
日
本
演
劇
関
係
オ
ー
ト
ク
ロ
ー
ム
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て」（演劇映像学２０１１第４集。３月）は、フランスのアル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
能
・
京
舞
の
フ
ィ
ル
ム
と
写
真
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
グ
ル
ー
プ
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
・
写
真
の
存
在
を
知
っ
た
研
究
グ
ル
ー
プ
が
博
物
館
で
現
物
の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
〈
隅
田
川
・
小
鍛
冶
・
望
月
・
羽
衣
・
橋
弁
慶〉の五曲の映像（それぞれ三分以内の短いもの）が、いつど
こ
で
撮
影
さ
れ
、
誰
が
出
演
し
た
の
か
を
探
っ
て
い
く
。
出
演
者
に
つ
い
て
は
シ
テ
を
勤
め
た
の
が
金
剛
謹
之
助
で
あ
り
、
ワ
キ
や
雛
子
方
も
あ
る
程
度
は
特
定
で
き
た
が
、
京
阪
神
で
活
躍
し
た
役
者
の
写
真
が
能
楽
雑
誌
に
あ
ま
り
掲
載
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
不
明
の
人
物
が
残
っ
た
と
い
う
。
撮
影
場
所
は
京
都
仏
光
寺
の
能
舞
台
で
、
仏
光
寺
の
『
御
日
記
』
に
よ
り
撮
影
日
が
大
正
元
年
十
月
三
十
日
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
が
現
存
最
古
の
能
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
こ
の
日
記
に
よ
っ
て
撮
影
者
の
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
パ
セ
が
文
部
省
を
通
じ
て
京
都
大
学
に
撮
影
を
依
頼
す
る
と
い
っ
た
撮
影
の
背
景
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
存
在
が
わ
か
っ
た
フ
ィ
ル
ム
・
写
真
の
詳
細
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
横
山
太
郎
「
能
楽
研
究
は
近
代
能
楽
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
」
（
能
と
狂
言
、
。
４
月
）
は
、
能
楽
研
究
が
近
代
能
楽
に
与
え
た
影
響
の
考
察
と
い
う
興
味
深
い
論
考
。
ま
ず
、
明
治
十
年
代
の
久
米
邦
武
や
重
野
安
鐸
の
能
楽
史
研
究
が
能
楽
の
文
化
的
正
統
性
を
社
会
に
説
明
し
、
能
楽
の
保
護
を
正
当
化
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
吉
田
東
伍
「
世
阿
弥
十
六
部
集
』
に
よ
っ
て
世
阿
弥
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
謡
曲
が
国
民
文
学
と
し
て
古
典
の
世
界
に
一
定
の
地
位
を
築
い
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
世
阿
弥
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
世
阿
弥
時
代
の
能
楽
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
当
時
の
能
楽
改
良
運
動
と
も
関
わ
り
な
が
ら
、
復
元
的
上
演
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
世
阿
弥
時
代
の
能
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
技
法
・
演
出
の
現
行
の
能
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
次
第
に
矛
盾
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
言
う
。
さ
ら
に
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
研
究
な
ど
の
進
展
は
能
楽
を
近
代
知
識
層
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
教
養
に
押し上げ、能界外部の芸術的・知的関心が能役者の意識に影
響
を
与
え
、
行
儀
の
良
い
観
客
層
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
今
後
の
能
楽
研
究
の
役
割
と
し
て
、
外
部
（
能
楽
に
興
味
の
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無
い
人
々
）
を
誘
惑
す
る
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
印
象
的である。
中
嶋
謙
昌
「
梅
田
富
三
郎
と
そ
の
時
代
ｌ
大
正
期
旧
満
洲
に
お
け
る
謡
曲
の
広
域
指
導
ｌ
」
（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
６
．
７
月
）
は
、
大
正
時
代
に
旧
満
州
の
日
本
人
居
留
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
謡
曲
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
、
前
年
に
発
表
し
た
大
連
能
楽
界
の
考
察
に
つ
な
が
る
も
の
。
ま
ず
遼
寧
省
中
東
部
の
遼
陽
を
取
り
上
げ
、
遼
陽
神
社
の
神
職
だ
っ
た
宍
戸
速
人
（または隼太）が観世流の謡を指導して社中を結成、宍戸没後
は
弟
子
の
守
田
省
二
が
指
導
を
引
き
継
ぎ
、
や
が
て
梅
若
派
の
梅
田
富
三
郎
が
指
導
者
と
な
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
梅
田
は
梅
若
六
郎
の
指
導
を
受
け
、
謡
曲
指
導
の
た
め
大
正
五
年
に
遼
寧
省
北
部
の
撫
順
に
招
聰
さ
れ
た
人
物
で
、
撫
順
だ
け
で
な
く
南
満
州
鉄
道
沿
線
の
様
々
な
都
市
で
出
張
指
導
を
行
い
、
広
域
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
梅
田
以
外
の
広
域
指
導
者
と
し
て
観
世
流
梅
若
派
の
浮
田
行
寿
、
宝
生
流
の
片
桐
発
作
・
小
坂
曽
外
雄
、
喜
多
流
の
森
本
又
吉
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
棲
み
分
け
し
た
り
競
合
し
た
り
し
な
が
ら
指
導
を
展
開
し
た
様
子
や
、
そ
の
活
動
状
況
に
よ
っ
て
地
域
の
流
派
の
勢
力
が
変
化
す
る
様
子
な
ど
を
考
察
す
る
。
様
々
な
資
料
を
用
い
た
考
察
で
、
謡
曲
指
導
者
た
ち
の
地
道
な
取
り
組
み
が
日
本
人
居
留
者
の
文
化
活
動
を
支
え
て
いた様子がわかる。
佐
藤
和
道
「
戦
時
下
の
能
ｌ
複
製
技
術
の
浸
透
と
軍
国
主
義
」
（
演
劇
映
像
学
２
０
１
１
第
４
集
。
３
月
）
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
登
場
し
た
レ
コ
ー
ド
録
音
や
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
う
複
製
技
術
が
能
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
昭
和
に
な
っ
て
台
頭
す
る
軍
国
主
義
に
能
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
謡
曲
が
録
音
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
の
発
売
状
況
を
詳
細
に
調
査
し
、
中
流
層
で
も
手
の
届
く
金
額
だ
っ
た
こ
と
や
、
稽
古
教
材
と
し
て
の
レ
コ
ー
ド
も
発
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
大
正
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
に
は
す
ぐ
に
謡
曲
が
登
場
し
、
劇
場
中
継
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
した複製技術によって規範的な謡が広く伝わることになり、
詳
細
な
直
し
入
り
謡
本
の
刊
行
と
と
も
に
謡
い
方
の
統
一
を
実
現
し
、
家
元
制
度
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
上
流
階
級
の
も
の
だ
っ
た
能
が
中
流
層
に
も
浸
透
し
、
能
楽
堂
以
外
の
劇
場
で
の
大
衆
能
の
開
催
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
軍
国
主
義
の
台
頭
は
大
衆
芸
能
を
思
想
統
制
に
利
用
す
る
が
、
当
初
は
比
較
的
規
制
が
緩
や
か
だ
っ
た
能
も
、
戦
意
高
揚
の
た
め
の
新
作
能
を
多
数
上
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
軍
国
主
義を大衆に宣伝する役割を担わされていったと述べる。
黒
川
能
の
歴
史
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
石
山
祥
子
「
所
演
曲
拡
大
の
時
代
ｌ
黒
川
能
・
演
目
分
配
協
議
と
新
曲
登
録
合
戦
に
つ
い
て
」
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
８
「
近
代
日本における音楽・芸能の再検討Ⅱ」。３月）は、黒川能の所
演曲増加の経緯を探る。黒川能には六百番近い演目があるた
め
、
中
央
の
能
で
は
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
作
品
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
これらは黒川能の長い歴史のなかでずっと伝承されてきたも
の
で
は
な
い
。
石
山
は
ま
ず
元
禄
二
年
に
は
上
座
・
下
座
合
わ
せ
て
十
番
し
か
な
か
っ
た
演
目
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
増
加
し
て
い
き
、
明
治
一一一十年に宝生流寛政版謡本所収曲を中心に上座一二一番・下
１９２
座
二
八
番
の
演
目
分
配
協
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
年
以
後
両
座
が
争
っ
て
演
目
拡
大
に
励
ん
で
い
く
が
、
実
際
に
上
演
し
な
い
と
演
目
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
両
座
が
様
々
な
名
目
で
催
し
を
行
っ
て
新
曲
を
演
じ
た
様
子
を
「
能
執
行
届
」
に
よ
っ
て
把
握
し
ていく。さまざまな謡本を探して豊公能や荘内藩士が作った
荘
内
謡
曲
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
懸
命
に
演
目
拡
大
を
図
っ
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
演
目
の
い
く
つ
か
は
上
演
を
重
ね
て
東
京
公
演
で
も
演
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
中
央
に
お
け
る
復
曲
ブ
ー
ム
に
寄
与
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
能
楽
理
解
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
西
野
絢
子
「ポール・クローデルのエッセイ「能」とその反響１１９３０
年
代
以
降
の
西
洋
に
お
け
る
能
の
受
容
史
の
中
で
」
（
藝
文
研
究
川
。
ｎ
月
）
が
あ
り
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
能
解
釈
が
後
世
に
与
え
た
影
響
を
探
っ
て
い
る
。
ま
ず
ク
ロ
ー
デ
ル
が
鑑
賞
し
た
く
道
成
寺
・
羽
衣
・
隅
田川〉などの作品の解釈をエッセイにどう記したかを検討し、
説
明
文
や
専
門
論
文
で
は
な
く
詩
的
な
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
能
を
語
っ
た
点
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
一
九
三
○
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
西
洋
で
の
能
公
演
の
状
況
を
四
期
に
分
け
て
分
析
し
、
ク
ロ
ー
デ
ル
の
能
解
釈
へ
の
異
論
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
西
洋
の
観
客
が
能
を
鑑
賞
す
る
際
に
ク
ロ
ー
デ
ル
の
エ
ッ
セ
イ
が
主
要
な
参
考
書
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
ク
ロ
ー
デ
ル
が
夢
幻
能
を
翻
案
し
た
「
火
刑
台
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
もに、二○一二年に西野春雄が創作した新作能〈ジャンヌ・
ダ
ル
ク
〉
に
言
及
し
、
能
を
通
じ
た
東
西
の
視
線
の
交
差
に
ク
ロ
ー
デ
ルが果たした役割の大きさを明らかする。
【作品研究】
本
年
に
発
表
さ
れ
た
作
品
研
究
を
概
観
す
る
と
、
①
前
年
に
引
き
続
いて世阿弥関連の研究が多く、他方、②「平家物語』をはじ
め
軍
記
や
物
語
研
究
の
側
か
ら
能
の
作
品
を
読
む
研
究
も
目
立
つ
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
以
下
の
展
望
は
中
司
・
石
井
・
山
中
の
三
名
に
よ
る
分
担
執
筆
だ
が
、
中
司
は
主
に
①
に
関
連
す
る
論
を
、
石
井
は
主
に
②
に
関
連
す
る
論
を
扱
い
、
そ
の
ほ
か
、
応
仁
の
乱
以
降
の
作
品
や
江
戸
時
代
の
謡
文
化
に
関
す
る
論
な
ど
を
山
中
が
担
当
し
て
い
る
。
①
世
阿
弥
関
連
で
は
、
前
年
か
ら
継
続
す
る
観
世
文
庫
創
立
二
十
周
年
記
念
「
世
阿
弥
自
筆
本
の
能
」
と
題
す
る
「
観
世
」
の
特
別
企
画
や
、
『
国
立
能
楽
堂
』
の
世
阿
弥
作
品
の
連
続
掲
載
が
あ
り
、
特
に
神
能
に
ついての論稿が多い点が注目できる。
〈松浦佐用姫〉に関する論は「観世』と「国立能楽堂」に掲
載
。
猪
熊
兼
勝
「
松
浦
佐
用
姫
の
鏡
と
ヒ
レ
」
Ｓ
観
世
」
ね
’
１
．
１
月）は、〈松浦佐用姫〉に謡われる鏡と領巾に注目し、古代中
国
や
イ
ン
ド
等
の
考
古
学
的
資
料
や
文
献
を
紹
介
し
た
論
。
松
岡
心
平
「
世
阿
弥
の
九
州
能
と
「
松
浦
佐
用
姫
」
」
ｓ
国
立
能
楽
堂
』
棚
。
２
月
）
は
、
世
阿
弥
の
神
能
の
多
く
が
九
州
に
素
材
を
求
め
る
の
は
、
足
利
義
満
の
重
要
な
政
治
課
題
が
九
州
の
統
合
に
あ
っ
た
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
世
阿
弥
が
九
州
に
縁
が
深
く
、
連
歌
に
堪
能
な梵灯や今川了俊のような文化人の影響を受けて〈鵜羽〉〈松
浦
之
能
〉
を
作
能
し
て
い
た
と
想
定
す
る
。
足
利
将
軍
の
治
世
と
世
阿
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弥
の
作
能
に
関
連
が
あ
る
こ
と
は
、
松
岡
心
平
「
難
波
梅
と
呉
服
」
（「国立能楽堂』Ⅷ。１月）でも指摘される。〈呉服〉は、石清
水八幡宮の銭引き、八幡神の神意によって将軍となった義教
を
た
た
え
、
応
神
天
皇
の
御
代
に
日
本
に
渡
来
し
た
呉
織
と
漢
織
が
再
び出現し、「今の世が応神天皇の時代の再現」となることが
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
古
代
の
亡
霊
が
出
現
し
て
当
代を寿ぎ、将軍と天皇の代替わりをダブルで祝う手法は〈難
波梅〉でも用いられると指摘。〈難波梅〉の制作年時に注目し、
詞
章
中
の
「
天
つ
日
嗣
」
は
単
に
「
皇
位
」
で
は
な
く
「
皇
位
継
承
」
を
意
味
し
、
義
持
と
称
光
天
皇
の
御
代
を
祝
福
す
る
の
が
主
題
と
す
る
。
菊地仁「能〈阿古屋松〉の遠景Ｉ山形の「あこや姫伝説」を
ど
う
読
む
か
」
Ｓ
観
世
』
門
１
２
．
２
月
）
は
、
中
世
ま
で
は
「
あ
こ
や
松
」
の
歌
例
が
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
詞
章
に
「
歌
道
の
阿
古
屋
の
松の、名木」と出てくるのには、「陸奥の阿古屋の松に木隠
れ
て
…
」
の
古
歌
を
め
ぐ
る
実
方
流
離
諏
の
存
在
が
大
き
い
と
指
摘
。
山
形
市
に
伝
わ
る
「
あ
こ
や
姫
伝
説
」
と
こ
の
古
歌
の
関
わ
り
に
も
触
れ、〈阿古屋松〉または「炭焼の能」にも「木魂聟入讃」や
「炭焼き長者認」の片鱗が見出せると述べる。この菊池論に
拠
り
、
阿
古
屋
松
を
め
ぐ
る
巨
木
伝
承
に
注
目
し
た
の
が
松
岡
心
平
「阿古屋松の巨木伝承」（「国立能楽堂」側。４月）。「今昔物
語』等に見える巨木伝承の例をあげ、阿古屋松においてはじ
めて、陸奥の「松」の巨木伝承が成立したとする。阿古屋松
の
巨
木
伝
承
は
、
「
東
北
に
多
い
名
松
の
イ
メ
ー
ジ
の
上
に
、
国
司
と
「
歌
枕
」
の
深
い
結
び
つ
き
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
陸
奥
国
司
実
方
の
流雛説話の肥大化の中で生まれ育った」物語と位置づける。
松
岡
諭
は
他
に
「
実
方
に
舞
を
捧
げ
る
塩
竃
明
神
Ｉ
能
「
阿
古
屋
松
」
の一断面（｜）．（三」もある（「観世』門１３，門１４．３、４
月）。（二では、〈阿古屋松〉前場の詞章を自筆本の訂正も含
めて吟味し、塩篭明神の実方への思いの屈折を明らかにして
い
く
。
実
方
は
老
山
人
に
高
圧
的
態
度
で
臨
む
が
、
山
人
は
実
方
に
同
調
を
し
な
が
ら
登
場
す
る
と
解
釈
、
登
場
の
［
サ
シ
］
か
ら
は
実
方
へ
の
配
慮
と
明
神
の
心
理
の
屈
折
を
読
み
取
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「心の奥」を取り上げ、［上ゲ歌］「げにや名にし負ふ…」で
初
め
て
山
人
と
実
方
の
心
が
通
じ
合
い
、
実
方
は
「
陸
奥
人
の
心
の
理
解を深め、同時に歌枕探訪への道が開かれた」と読む。（二）
で
は
後
場
の
舞
に
着
目
、
明
神
は
舞
を
通
し
て
実
方
や
阿
古
屋
松
の
木
と
一
体
化
す
る
と
指
摘
。
「
シ
テ
と
ワ
キ
の
相
互
浸
透
」
と
い
う
テ
ー
マ
、
「
自
他
融
合
を
通
し
て
の
原
人
称
的
な
時
空
出
現
」
と
い
う
作
劇
手法の点で〈西行桜〉と相似すると述べる。
天
野
文
雄
「
能
を
再
発
見
す
る
１
１
老
体
で
見
る
高
砂
Ｉ
な
ぜ
『
高
砂」を「老体」で上演するのか」（「国立能楽堂』棚。５月）
は、〈高砂〉の後シテを老体で上演する公演の解説。老体説の
根
拠
と
な
る
資
料
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
今
回
の
上
演
で
は
〔
中
ノ
舞
〕
に
近
い
「
盤
渉
の
神
舞
」
を
舞
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
山
中
玲
子
。
天
女
舞
」
応
用
の
一
形
態
ｌ
神
と
遊
女
が
舞
っ
た
菩
薩
の
舞
」
（中世文学と隣接諸学７「中世の芸能と文芸』５月。竹林舎）
は、大和猿楽への天女舞の導入後、世阿弥が「歌舞の菩薩」
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
女
体
夢
幻
能
や
神
能
を
作
っ
た
こ
と
を
、
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舞前後の詞章分析と古型付や伝書の解読を通して明らかにす
る。〈老松・放生川・白楽天・難波〉では、人間と同様に、神
に
酒
宴
や
祭
礼
の
場
で
舞
う
神
楽
や
舞
楽
を
舞
わ
せ
る
手
法
が
と
ら
れ
ていると指摘。また、〈弓八幡ｘ養老〉のシテは「男体の神」
と
い
う
よ
り
、
「
菩
薩
」
と
し
て
舞
を
舞
っ
て
い
る
と
す
る
。
舞
の
前
後の詞章から、〈弓八幡〉では高良の神と八幡神が一体不可分
であることが強調され、〈養老〉でも神仏同体が強調、諸天が
天下る中で舞が舞われると指摘し、「世阿弥は女体の神能〈箱
崎〉や〈鵜羽〉で試みたのと同様、男体の神にもまずは「菩薩
の
舞
」
を
舞
わ
せ
る
こ
と
で
、
物
ま
ね
と
は
違
う
抽
象
的
な
舞
、
今
日
の
呂
中
干
舞
に
通
じ
る
舞
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
」
と
考
察
す
る
。
〈高砂〉の舞については、天野稿と同様に後シテは老神である
との立場をとるが、〈弓八幡×養老〉と同じく「芸能の物まね
で
は
な
く
、
神
の
表
現
と
し
て
の
舞
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
〔
序
ノ
舞
〕
の
柤
型
の
成
立
に
つ
い
て
は
「
遊
女
即
菩
薩
」
説
話
が
利
用
さ
れ
たと指摘。本説の段階から「遊女即菩提」の要素を持つ〈江
口〉〈仏原〉では、「遊女の芸（序の部分）がいつのまにか菩薩の
舞（呂中干舞）に変わり」、舞後の詞章でまた遊女であること
が示されているとし、「目の前でシテが変身していくような
面白さが、初期の〔序ノ舞〕には在ったのだろう」とする。
同じく山中の「〈老松〉の小書「紅梅殿」の諸相と意義」
ｓ能楽研究』胡。３月）は前稿をふまえ、脇能の形式の変遷
に論が展開する。〈老松〉の小書「紅梅殿」の概要と変遷を明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
古
い
脇
能
の
姿
を
若
い
女
体
と
老
体
の
ペ
ア
で
あったと想定し、〈弓八幡〉〈養老〉〈高砂〉において「世阿弥は、
若
い
天
女
や
稚
児
の
舞
と
老
体
の
シ
テ
の
ハ
タ
ラ
キ
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
脱
し
、
神
で
も
あ
り
仏
で
も
あ
る
よ
う
な
シ
テ
が
「
菩
薩
の
舞
」
の
色
を
濃
く
残
す
呂
中
干
舞
を
舞
う
、
新
し
い
脇
能
」
を
作
り
上
げ
た
と
す
る
。
三
苫
佳
子
「
世
阿
弥
の
「
後
シ
テ
」
考
ｌ
能
「富士山」の原形をめぐって」（「名古屋芸能文化」皿。ｎ月）
は
、
現
行
金
剛
流
の
形
式
が
世
阿
弥
の
原
作
を
伝
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
「
三
道
」
の
老
体
の
能
の
記
事
の
文
脈
を
「
男
女
一
組
の
神
体
が
登
場
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
書
か
れ
た
」
と
解
釈
、
〈老松〉〈難波〉に触れつつ、〈富士山〉の原型を後場に男女二体
の神が登場する能と指摘する。
『鏡仙』「研究十二月往来」に掲載する世阿弥関連研究は、
松
岡
心
平
「
「
百
万
」
と
南
都
律
宗
」
（
Ⅲ
。
２
月
）
と
岩
崎
雅
彦
「
西
行桜」の〈夜桜》」（川。４月）。松岡稿は、〈百万〉において
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
と
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
二
つ
の
念
仏
が
混
在
す
る
の
は
、
阿
弥
陀
信
仰
の
融
通
念
仏
と
釈
迦
念
仏
の
合
体
が
試
み
ら
れ
た
清
涼
寺
の
実
際
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
と
、
春
日
大
明
神
Ⅱ
釈
迦
という貞慶の世界観を背景にして、〈百万〉の道行（百万の曲
舞）を考える視点を提起。また〈百万〉には、南都の釈迦念仏
が
律
僧
導
御
に
よ
り
京
都
進
出
を
果
た
し
た
よ
う
に
、
「
五
音
』
に
い
う
南
都
の
女
曲
舞
百
万
の
京
都
進
出
、
ひ
い
て
は
観
阿
弥
・
世
阿
弥
の
大和猿楽の京都進出と制覇さえも寓意されていると述べる。
岩崎稿は〈西行桜〉結末の詞章「山陰に残る夜桜の花の枕」に
注目し、「夜桜」の語が〈西行桜〉以前に用例がなく、連歌で
１９５研究展望(平成24年）
も用いられない極めて特異な言葉であったと指摘。〈西行桜〉
が
知
ら
れ
る
に
従
い
、
俳
譜
を
通
じ
て
一
般
的
な
語
に
な
っ
た
と
指
摘
、
「
夜
桜
」
に
続
く
「
花
の
枕
」
も
和
歌
の
用
例
が
一
例
し
か
な
く
、
当
該
詞
章
の
表
現
が
非
常
に
個
性
的
で
あ
る
と
述
べ
る
。
①の最後に元雅と禅竹の作品研究にもふれておく。西村聡
「元雅的世界の形成ｌ〈隅田川〉における悲劇と奇跡」（中世文
学
と
隣
接
諸
学
７
小
林
健
二
編
「
中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
５
月
。
竹
林
舎）は、従来悲劇的な結末として解釈されてきたく隅田川〉の
詞
章
を
吟
味
し
、
生
き
て
い
る
シ
テ
が
奇
跡
を
体
験
す
る
「
元
雅
的
世
界」において、〈隅田川〉を「亡者の幻をシテが見る奇跡」で
あると位置づける。『申楽談儀」〈隅田川〉の子方をめぐる演
出
に
お
け
る
世
阿
弥
と
元
雅
の
相
違
に
つ
い
て
、
梅
若
丸
を
出
現
さ
せ
る
元
雅
の
演
出
は
奇
跡
性
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
る
と
す
る
。
親
子
物
狂
能
で
の
結
末
で
は
、
母
の
前
に
見
物
衆
の
中
か
ら
子
が
現
れ
再
会
が
叶うが、その子を亡者にした点が〈隅田川〉の新しさであると
も
指
摘
す
る
。
禅
竹
の
作
品
研
究
は
、
井
上
愛
「
玉
葛
の
自
意
識
の
葛
藤ｌキリの「蛍」の表現からｌ」（『鏡仙』柵。７月）。〈玉
葛〉終曲部の詞章に『源氏物語』「蛍」巻に加え「魂を蛍火に
よ
そ
え
る
和
泉
式
部
の
和
歌
に
お
け
る
発
想
」
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
。
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
自
画
像
と
の
葛
藤
や
そ
こ
か
ら
く
る一種の自己破壊願望は、同じく禅竹作〈定家〉の式子内親王
の
意
識
構
造
と
も
近
い
こ
と
を
指
摘
し
、
禅
竹
は
こ
の
両
曲
で
「
世
間
と
己
と
の
狭
間
で
苦
し
む
理
性
を
持
つ
女
性
像
を
定
着
さ
せ
た
」
と
す
る。（以上中司）
次に、②軍記や物語研究の側からの作品研究を取り上げる。
先行作品を踏まえての作品研究は、『観世」の【特別企画】
「平家物語と能」をはじめ、『平家物語」関連のものが多かっ
た
。
ま
ず
『
平
家
物
語
』
か
ら
芸
能
へ
と
い
う
視
点
で
論
じ
た
も
の
と
して以下の四本を挙げる。
世
阿
弥
作
品
を
扱
っ
た
も
の
が
二
本
。
小
林
保
治
「
琵
琶
法
師
と
世
阿弥のことなど」（「観世』門－６．６月）は、『三道』「軍体」
で
の
「
こ
と
に
こ
と
に
平
家
の
物
語
の
ま
ま
に
書
く
べ
し
」
と
い
う
世
阿
弥
の
言
説
に
お
け
る
「
平
家
の
物
語
」
の
実
態
に
つ
い
て
の
小
論
。
『看聞御記』における琵琶法師の記述から、「平家の物語」に
琵琶法師の語る「平家」を想定。〈実盛〉の作能にあたっては
一
方
流
系
「
平
家
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
場
面
効
果
を
計
算
の
上
で
時
系
列
に
よ
る
叙
述
を
入
れ
替
え
、
老
武
者
実
盛
の
無
念
の
最
期
を
強
調しようと試みたと論ずる。五味文彦「物語化から演劇化へ
ｌ能の方法へ」ｓ観世」門－ｍ。、月）は「一遍聖絵」に描か
れ
て
い
る
一
遍
の
遊
行
先
と
「
平
家
物
語
」
の
舞
台
が
重
な
る
こ
と
に
着
目
。
時
宗
の
僧
た
ち
が
遊
行
先
ゆ
か
り
の
物
話
を
「
平
家
物
語
」
中
か
ら
選
ん
で
法
談
と
し
て
語
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
演
劇
と
し
て
深
化
さ
せたものが能になったという流れを示す。その演劇化の過程
で
登
場
人
物
の
生
死
へ
の
妄
執
を
救
う
役
割
を
「
諸
国
一
見
の
僧
」
が
担
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
『
平
家
物
語
』
の
物
語
性
を
尊
重
し
つつ能の方法を作り上げていったと論ずる。
世
阿
弥
以
降
の
作
品
を
対
象
と
し
た
論
考
も
二
本
。
小
林
健
一
一
三平家物語』から芸能へｌ悪七兵衛景清像の展開」（『観世」
196
門－７．７月）は景清像がいかに形成され展開していったかを
『平家物語』を機軸に辿るもの。能に関しては、読み本系に
多
く
記
さ
れ
る
平
家
残
党
伝
承
が
舞
曲
を
は
じ
め
と
す
る
語
り
物
世
界
における景清像に結実していった可能性、能〈景清〉における
日
向
国
に
流
さ
れ
盲
目
の
乞
食
と
な
っ
た
景
清
像
の
背
景
に
、
景
清
が
盲
僧
達
の
間
で
平
家
語
り
の
祖
と
目
さ
れ
て
お
り
、
地
神
盲
僧
が
盛
ん
で
あ
っ
た
日
向
国
で
崇
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
。
兵
藤
裕
己
「
平
家
物
語
の
”
語
り
“
か
ら
能
へ
ｌ
「
俊
寛
」
を
中
心
に」（「観世』門ｌ皿。ｎ月）は、「平家物語』巻三「足摺」に
お
け
る
「
心
の
程
こ
そ
は
か
な
け
れ
」
「
今
こ
そ
思
ひ
知
ら
れ
け
れ
」
と
い
う
語
り
手
の
述
懐
に
今
は
幽
界
に
い
る
俊
寛
自
身
の
声
が
響
き
合
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
「
自
由
間
接
言
説
」
が
琵
琶
法
師
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
声
に
よ
っ
て語られ、幽界にいるモノたちを現世に呼び起こすと指摘。
〈俊寛〉で俊寛の悲歎と絶望がリアルには再現されないこと、
現
在
能
で
あ
り
な
が
ら
俊
寛
が
面
を
着
け
て
演
技
を
行
う
こ
と
に
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
存
在
と
し
て
の
俊
寛
の
姿
を
見
る
。
続
い
て
世
阿
弥
作
の
修
羅
能
全
般
に
関
し
て
の
論
。
大
津
雄
一
コ
の谷の公達」急観世』門－８．８月）は源平の争いの帰趨を決
し
た
－
の
谷
合
戦
に
お
い
て
、
『
平
家
物
語
」
が
夫
婦
・
親
子
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
絆
を
断
た
れ
理
不
尽
な
力
に
よ
り
死
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
平
家
の
公
達
を
語
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
無
念
さ
を
享
受
者
に
強
く
印
象づけると述べる。西村聡「世阿弥作品の軍体と名乗りｌ美
し
い
修
羅
の
自
画
像
」
二
観
世
」
刃
１
，
。
ｎ
月
）
は
「
何
々
の
最
期
」
は「何々はこのように生きた」という（生の物語》で、それを
再
現
し
た
い
と
い
う
欲
望
を
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
心
の
修
羅
を
抱
え
て
い
る
と
し
、
世
阿
弥
作
の
修
羅
能
の
個
性
を
軍
体
・
名
乗
り
の
描
写
か
ら
読
み
直
す
。
義
経
の
最
期
を
描
か
な
い
義
経
の
功
名
が
最
も
輝
い
た
屋
島
合
戦
を
幽
霊
で
あ
る
後
シ
テ
に
執
着
さ
せ
、
そ
の
「
生
へ
の
陶
酔」が戦場の感覚を呼び覚まし成仏を妨げる〈屋島〉、「平家
物語」では武将としての活踊にめざましいものがない通盛が
自
分
本
位
の
輝
か
し
い
昔
を
語
る
べ
く
華
や
か
な
出
立
で
登
場
す
る
〈通盛〉、自らが主役として輝いた宮戦の昔に執着する〈頼政〉
の
個
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
名
乗
ら
ず
に
討
た
れ
た
実
盛
・
忠
度
は
い
ず
れ
も
「
死
後
の
思
い
出
」
に
執
着
す
る
幽
霊
の
姿
が
描
か
れ
ると述べる。
個別の作品研究においては〈頼政〉についての論が集中した。
池田英悟「〈頼政〉に見る老境の世界ｌ「理れ木の花さくこと
も…」歌を中心にｌ」（『武蔵野大学能楽資料センター紀要』
昭。３月）は〈頼政〉の主題歌「埋れ木の花さくこともなかり
し
に
身
の
な
る
果
て
ぞ
あ
は
れ
な
り
け
る
」
の
「
埋
れ
木
」
が
頼
政
自
身の老境に至る生きざまとどのように符合するのかを考察。
頼
政
自
身
の
生
涯
を
擬
え
た
語
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
埋
れ
木
」
を
「
老
い
た
今
の
我
が
身
」
を
嘆
く
言
葉
と
捉
え
、
作
品
中
で
の
頼
政
は
文
武
両
道
で
名
を
得
た
人
物
で
、
「
平
家
物
語
』
で
も
和
歌
を
介
在
さ
せ
て
頼
政
の
「
武
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
老
境
に
お
い
て
和
歌
の
世
界
に
没
頭
し
て
い
た
頼
政
が
歌
詠
み
と
し
て
の
自
身
を
「
埋
れ
木
」
と
称
す
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
に
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対
し
て
「
理
れ
木
の
よ
う
な
老
の
身
で
軍
を
起
こ
し
、
敗
死
に
追
い
込
ま
れ
た
」
と
の
解
釈
を
提
示
す
る
。
天
野
文
雄
只
頼
政
〉
で
は
な
ぜ
足
利
又
太
郎
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
」
Ｓ
鎮
仙
』
Ⅲ
。
６
月
）
は
かねてより〈頼政〉で足利又太郎忠綱の活躍が印象的に描かれ
ている点に注目していた天野の〈頼政〉主題論の総括ともいう
べ
き
論
。
前
シ
テ
の
「
申
す
に
つ
け
て
我
な
が
ら
、
よ
そ
に
は
あ
ら
ず
旅
人
の
」
の
「
旅
人
」
を
「
前
世
か
ら
来
世
に
向
か
う
途
中
の
旅
人
」
と捉え、〈頼政〉にはこの世を「中宿」とみる世界観が示され
ていると述べた上で、平家方の武将や忠綱の活躍は「中宿」
たる現世のはかなさの具体例として〈頼政〉の中心に置かれて
いると論ずろ。
山下宏明「平家物の能を読む（二～（七）（「観世」門１６～
皿
。
６
～
ｎ
月
）
は
琵
琶
法
師
が
『
保
元
物
語
」
『
平
治
物
語
」
「
平
家
物語』という三つの「いぐさ物語」を語り歩き、相互の交流
の
中
で
多
様
な
諸
本
が
生
み
出
し
て
い
た
十
四
世
紀
前
半
の
状
況
を
視
野に入れつつ、〈頼政〉〈鵺〉〈実盛〉〈千手〉を読み解く連載。こ
の中でも〈鵺〉前場における鵺の嘆き「こがれて堪へぬいにし
へ
を
忍
び
果
つ
べ
き
隙
ぞ
な
き
」
の
「
い
に
し
へ
」
に
は
崇
徳
院
の
不
遇
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
鵺
自
身
が
崇
徳
院
の
怨
念
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
退
治
す
る
頼
政
も
ま
た
平
家
に
背
き
破
れ
、
そ
の
平
家
も
源
氏
に
敗
れ
る
と
い
う
「
王
権
の
行
方
」
の
中
で
世
阿弥が〈頼政〉〈鵺〉を作ったとの指摘がある。
これ以外の平家物を扱ったものに岡田三津子「〈先帝》教経
の
軍
語
り
を
導
く
も
の
ｌ
乳
母
に
語
る
一
門
の
最
期
ｌ
」
Ｓ
観
世
』
門
－９．９月）がある。廃曲〈先帝〉に着目し、「平家物語」にお
い
て
は
武
勇
の
人
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
教
経
が
乳
母
に
軍
語
り
を
聞
か
せ
る
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
。
養
い
君
に
対
し
て
深
い
愛
情
を注ぐ「平家物語』の乳母たちの姿が〈先帝〉のツレ教経の乳
母三位の局に投影されているを指摘した上で、建礼門院をは
じ
め
壇
ノ
浦
合
戦
で
生
け
捕
り
と
な
っ
た
多
く
の
女
房
た
ち
の
代
表
者
として三位の局が造型されているとし、教経の軍語りを一一一位
の
局
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の
女
房
た
ち
を
慰
め
る
た
め
の
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
「
平
家
物
語
」
に
お
い
て
壇
ノ
浦
合
戦
に
加
わ
っ
て
は
い
な
い知盛が〈碇潜〉や〈船弁慶〉で長刀を持たされることの意味に
ついて論じた伊海孝充「長刀を持つ知盛の成立ｌ〈碇潜〉〈船
弁慶〉をめぐる試論ｌ」Ｓ切合能の研究』所収）とも通ずる問
題意識が窺われる。
田村良平「能〈千手重衣之舞〉の演出・再構成」（「明星大
学
研
究
紀
要
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
」
別
。
３
月
）
は
二
○
一
一年九月に大阪・大槻能楽堂自主公演で演じられた能〈千手〉
の
新
し
い
小
書
「
重
衣
之
舞
（
き
い
ぎ
ぬ
の
ま
い
こ
の
制
作
に
関
す
る
覚
え
書
き
。
観
世
流
の
小
書
「
郵
曲
之
舞
」
に
通
ず
る
演
出
な
が
ら
、
詞
章
の
整
理
・
型
の
見
直
し
を
行
い
、
遊
女
・
白
拍
子
の
芸
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
［
ク
セ
］
は
省
略
せ
ず
常
の
通
り
舞
い
、
「
郵
曲
之
舞
」
では【序ノ舞】を【中ノ舞】に替えて舞うところを、［序ノ
舞】の寸法を短くして白拍子の足使いを見せる「序」に重き
を置くなどの処理を施し、全曲通して一時間程度に収めたと
い
う
。
本
演
出
は
そ
の
後
も
東
京
で
二
度
上
演
さ
れ
、
今
年
秋
に
も
大
198
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
で
の
再
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。
高木信「能を観る〈紫式部〉、あるいはジャンルの交差点を
漂
う
〈
亡
霊
〉
ｌ
「
海
人
の
塩
焼
く
」
言
説
を
め
ぐ
る
謡
曲
、
「
平
家
物
語』ｌ」（『物語研究」ｎ．３月）は「源氏物語』「平家物語』
そ
し
て
謡
曲
の
言
説
と
の
間
に
発
生
す
る
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
的
関
連
を
物
語
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解
き
明
か
し
た
も
の
。
「源氏物語』と〈須磨源氏ｘ忠度〉に共通して登場する「桜」
が
「
若
木
の
桜
」
「
浮
世
の
わ
ざ
に
こ
り
ず
ま
の
」
と
い
う
詞
章
を
媒
介
に
、
桜
を
植
え
た
光
源
氏
ｓ
源
氏
物
語
』
）
・
桜
を
眺
め
る
光
源
氏
の
亡霊（〈須磨源氏〉）・墓標として桜を植えた忠度の「ゆかりの
人」（〈忠度〉）、桜を詠み桜と一体化してゆく忠度の亡霊（〈忠
度〉）とオーバーラップしていくと述べ、さらに「源氏物語」
と〈忠度ｘ敦盛〉が、〈須磨源氏〉を媒介に「須磨」「海人の塩
焼
く
」
と
い
う
表
現
で
重
な
り
合
う
構
図
を
指
摘
。
物
語
研
究
の
手
法
を
用
い
て
の
能
の
テ
ク
ス
ト
分
析
は
能
楽
研
究
者
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
作
品
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
「
中
世
の
芸
能
と
文
芸
」
所
収
の
論
考
を
二
本
。
坂
井
孝
一
「
曾
我
兄
弟
の
敵
討
ち
に
み
る
史
実
か
ら
芸
能
へ
の
展
開
」
は
、
曾
我
兄
弟
の
敵
討
ち
と
い
う
「
史
実
」
が
ど
の
よ
う
に
芸
能
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
、
『
曾
我
物
語
』
真
名
本
と
能
の
「
曾
我
物
」
を
取
り
上
げ
て
考
察。真名本で祐成がわざわざ北条時政を烏帽子親に選んでい
る
点
に
時
政
が
兄
弟
の
敵
討
ち
に
手
を
貸
し
て
い
た
片
鱗
が
あ
る
と
し
、
〈元服曾我〉が祐経討ちをあくまで十郎・五郎二人だけの行為
と
し
て
描
く
こ
と
に
は
、
親
の
敵
を
討
つ
と
い
う
自
力
救
済
を
特
別
な
ものと意義づける狙いがあったと述べる。また、〈元服曾我〉
が
箱
根
の
別
当
の
位
置
づ
け
や
箱
王
の
人
物
像
と
い
う
点
に
お
い
て
真
名本と近似しながらも、兄祐成が路次で箱王を元服させてい
る
こ
と
の
異
常
性
を
指
摘
。
真
名
本
の
世
界
を
受
容
し
な
が
ら
も
「
曾
我
物
」
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
を
切
り
拓
い
た
作
者
の
力
量
を
見
る
。
「史実」が物語を媒介にどのように芸能化されていくかとい
う
視
点
は
確
か
に
有
効
で
は
あ
る
が
、
資
料
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
何
を
ど
こ
ま
で
「
史
実
」
と
認
め
る
の
か
は
難
し
い
問
題
と
い
え
る
。
室
町
中
後
期
に
お
け
る
「
曾
我
物
語
」
お
よ
び
曾
我
伝
承
と
諸
芸
能
と
の
関
係
は
実
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
真
名
本
「
曾
我
物
語
』
か
ら
能
へ
と
い
う
単
純
な
流
れ
で
は
片
付
か
な
い
。
今
後
よ
り
広
い
視
座
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。
小
林
健
二
「
能
の
絵
画
的
展
開
’
二
つ
の
新
出
資
料
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
は
学
会
未
発
表
の
新
出
資
料
二
点
（
①
石
川
透
氏
蔵
断
簡
．
②
大
分市美術館蔵絵巻「張良」）から、江戸時代前期における能絵
巻
の
制
作
目
的
と
制
作
方
法
を
考
察
し
た
も
の
。
①
に
つ
い
て
、
散
ら
し書きの詞書が〈鵺〉の詞章と一致することから〈鵺〉の後場の
一場面を描いたものであり、描かれた亡霊の姿が〈鵺〉の型付
と
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
絵
師
が
実
際
の
上
演
舞
台
を
踏
ま
え
て
描
い
ていることを指摘。視覚的に映える題材とは言い難い〈鵺〉の
よ
う
な
作
品
ま
で
、
新
た
に
絵
巻
の
素
材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
②
は
能
絵
巻
と
し
て
は
珍
し
く
詞書を伴わない絵のみの作例であるが、〈張良〉の詞章との比
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較
に
よ
り
、
絵
師
が
謡
本
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
土
台
に
幸
若
舞
曲
や
同
時
代
に
制
作
さ
れ
た
張
良
の
絵
入
り
本
な
ど
も
参
照
し
つ
つ
本
絵
巻
を
制
作
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
巻
末
に
和
歌
「
君
が
代
の
年
の
数
を
ば
白
浜
の
浜
の
真
砂
と
誰
か
敷
き
け
む
」
会
新
古
今
集
』
巻
七
・
賀
・
紀
貫
之
）
を
付
し
て
祝
言
性
を
高
め
た
と
す
る
。
さ
ら
に
能
の
舞
台
展
開
を
知
ら
な
い
人
間
に
は
理
解
し
づ
ら
い
は
ず
の
内
容
の
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
謡
な
ど
を
通
じ
て
〈
張
良
〉
の
話
が
十
分
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
、
本
作
を
「
能
を
絵
画
化
し
た
究極のカタチ」と位置づけている。（以上石井）
以
下
で
は
、
応
仁
の
乱
以
後
の
作
者
や
近
世
の
作
品
に
関
す
る
論
等
を
扱
う
。
前
出
の
「
中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
に
は
、
当
然
な
が
ら
信
光
や
禅
鳳
に
つ
い
て
の
論
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
樹
下
文
隆
「
新
世
代
の
革
新
性
ｌ
観
世
信
光
ｌ
」
は
、
信
光
の
新
し
さ
を
「
先
行
曲
の
方
法
を
徹底的に学び、……学んだ成果を極限まで使いこなした」点
と
し
、
そ
れ
を
「
同
時
代
の
知
の
集
積
と
展
開
に
見
る
新
し
さ
」
と
通
じ
る
も
の
と
見
る
。
穏
当
な
結
論
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
『
能
本
作
者
注
文
」
の
信
光
作
品
の
配
列
が
「
当
時
の
能
の
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
」
何
ら
か
の
分
類
・
配
列
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
前
後
の
曲
と
の
関
連
や
当
時
の
文
芸
を
め
ぐ
る
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
散
逸
曲
の
内
容
を
推
定
す
る
部
分
が
興
味
深
か
っ
た
。
石
井
倫
子
「
〈
生
田
敦
盛
〉
試
論
Ｉ
小
敦
盛
謹
の
風
流
化
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
は
、
金
春
禅
鳳
作
〈生田敦盛〉が唱導の語る小敦盛認を基に〈維盛〉をはじめ複数
の
先
行
曲
の
趣
向
を
取
り
込
ん
で
成
立
し
た
経
緯
を
丁
寧
に
解
き
明
か
し
、
同
曲
に
お
け
る
子
方
の
重
視
や
「
喜
び
の
舞
」
か
ら
修
羅
道
の
苦
患
へ
の
急
転
な
ど
に
「
小
敦
盛
諏
の
風
流
化
」
を
見
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
立
能
楽
堂
の
上
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
作
品
研
究
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
の
小
論
が
載
っ
た
。
田
中
貴
子
「
中
世
人
に
とっての「古事記」「日本書紀」」ｓ国立能楽堂』剛。ｎ月）
は
記
紀
の
中
世
的
解
釈
の
例
と
し
て
伊
弊
諾
・
伊
弊
再
二
神
の
国
造
り
神
話
と
関
わ
る
鶴
鵠
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
紹
介
。
小
峯
和
明
「
愛
宕山の太郎坊ｌ中世天狗の一断面」（同〃。ｎ月）は、愛宕山
の
太
郎
坊
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
魔
道
に
堕
ち
た
学
僧
や
乱
世
を
画
策
す
る
怨
霊
と
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
「
十
二
類
絵
巻
」
を
媒
介
に
、
室
町
期の一摸集団とも結びつけて説明する。
時
代
が
く
だ
っ
て
、
近
世
の
謡
曲
を
め
ぐ
る
文
化
史
研
究
が
三
本
。
伊海孝充「謡曲〈白うるり〉の成立背景ｌ「徒然草」の秘伝・
中
世
神
道
説
・
謡
文
化
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ
」
Ｓ
能
楽
研
究
」
部
。
３
月
）
は
、
江
戸
初
期
に
古
活
字
本
が
刊
行
さ
れ
て
広
ま
り
注
釈
書
も
多
く
作
ら
れ
た
『
徒
然
草
』
を
題
材
に
し
た
番
外
曲
を
め
ぐ
る
文
化
史
的
考察。謡曲〈白うるり〉のシテは「天地開關の時に現れた伊根
元
神
を
も
と
に
造
型
」
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
背
景
に
、
近
世
『
徒
然
草
』
研
究
に
お
け
る
「
し
ろ
う
る
り
」
高
尚
化
の
言
説
が
あ
っ
た
こ
と
、
本
曲
の
構
想
に
は
作
曲
者
で
あ
る
芥
花
堂
尤
最
の
教
養
や
人
間
関
係
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
等
を
指
摘
す
る
。
江口文恵「番外曲〈竹取〉考」Ｓ鏡仙」Ⅲ。ｎ月）も同じく江
戸
時
代
の
番
外
曲
と
作
者
を
め
ぐ
る
考
察
。
『
竹
取
物
語
」
で
は
な
く
「万葉集』に基づく番外曲〈竹取〉を取り上げ、同曲が江戸初
期
に
古
活
字
版
で
刊
行
さ
れ
た
「
徒
然
草
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
200
能
性
を
指
摘
。
詞
章
に
反
映
し
て
い
る
他
の
文
献
や
文
章
力
等
か
ら
能
に
関
し
て
は
素
人
で
も
教
養
の
高
い
人
物
を
作
者
に
想
定
す
る
。
石
黒
吉
次
郎
「
謡
曲
の
伝
説
化
に
つ
い
て
の
一
考
察
ｌ
「
謡
曲
画
誌
」
の
注
釈から」ｓ専修国文』Ⅱ。１月）は、「謡曲画誌』の記述によ
り
つ
つ
近
世
に
お
け
る
謡
曲
の
伝
説
化
の
諸
相
と
そ
の
後
の
注
釈
書
へ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
年
刊
行
の
、
「
謡
曲
画
誌
影
印
・
翻
刻・訳註』（石黒吉次郎・小林保治、勉誠出版）の「注を補う
意味もこめて」の執筆である由。（以上山中）
【演出・技法研究】
演
出
研
究
や
技
法
研
究
に
関
わ
る
論
に
移
る
。
高
桑
い
づ
み
「
下
ゲ
ゴマ試論」（「能と狂言』Ⅷ。４月）は、世阿弥自筆能本、「塵
芥
抄
』
、
下
問
少
進
手
沢
車
屋
本
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
下
ゲ
ゴ
二
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
精
査
・
検
討
す
る
と
と
も
に
、
謡
の
記
譜
法
の
変
遷
を
考
察
す
る
。
桃
山
期
の
謡
本
の
多
く
に
「
ハ
ル
」
の
直
前
の
下
ゲ
ゴ
マ
が
中
ウ
キ
音
を
示
す
例
を
見
い
だ
し
、
経
過
音
で
あ
る
ウ
キ
を
謡
う
際
の
「
息
扱
い
の
変
化
を
下
ゲ
ゴ
マ
で
表
記
し
た
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
点
な
ど
、
興
味
深
か
っ
た
。
藤
岡
道
子
「
『
岡
家
本
江
戸
初期能型付』の衣装付一覧と考察その二」（『京都聖母女学院
短期大学研究紀要』似。３月）は、「岡家本江戸初期能型付』
巻三に所収のいわゆる「鬘物」’一一一一曲のうち半数を取り上げ、
衣装付部分を一覧し若干の考察を加えたもの。同時代の能絵
に
描
か
れ
た
衣
装
な
ど
も
参
照
す
る
。
全
六
巻
分
の
完
結
を
期
待
し
た
い。
『鏡仙』「研究十二月往来」の中では宮本圭造「鵜鼓舞の系
譜ｌ〈自然居士〉に鵜鼓舞はあったか’」（肌。３月）、中司由
起子「「秋田城介型付」におけるタイハイ」（Ⅲ。ｎ月）の二
本が演出や技法に触れた論だが、両者の方向性は異なる。宮
本稿は、芸能史を踏まえた作品研究。〈自然居士〉終曲部の詞
章
分
析
や
中
世
に
お
け
る
自
然
居
士
像
か
ら
、
居
士
の
芸
尽
く
し
は
最
後
ま
で
鯵
が
中
心
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
嚇
子
物
の
伴
奏
楽
器
に
過
ぎ
な
か
っ
た
鶏
鼓
が
独
立
し
た
器
楽
舞
と
し
て
大
流
行
し
た
の
が
室
町
前
期
で
あ
る
こ
と
を
資
料
に
よ
っ
て
跡
づ
け
た
う
え
で
、
〈自然居士〉〈花月〉〈東岸居士〉に独立の錫鼓舞が採り入れられ
た
の
も
流
行
を
受
け
て
の
「
改
作
の
際
の
処
置
」
と
す
る
。
中
司
稿
は
演
出
用
語
の
史
的
研
究
。
秋
田
城
介
筆
の
型
付
に
お
け
る
「
タ
イ
ハ
イ」が現行の「左右」に当たることを用例から明らかにし、
「
タ
イ
ハ
イ
」
が
早
く
か
ら
特
定
の
所
作
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
いたこと、左退拝、右退拝、カタタイハイ等のバリエーショ
ン
が
あ
り
、
既
存
の
少
な
い
用
語
を
工
夫
し
て
所
作
を
書
き
留
め
よ
う
とした様子がうかがわれること等を指摘する。
特に能の技法分析やその習得に関しては、
異分野融合
、教
育
的
視
点
な
ど
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
研
究
も
増
え
て
き
て
い
る
。
従
来の「演出・技法研究」が多くの場合、作品研究の一助とな
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
に
対
し
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究
は
、
能
楽
の
技
法
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
、
あ
る
いは、能楽の魅力や伝承方法を教育の場に活かす方法を探る
な
ど
、
独
自
の
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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内記綾子・青柳龍也による「能楽音声記録の謡解析手法」
「能楽映像記録の舞動作解析手法」は、ともに「じんもんこ
ん２０１２論文集』（２０１２（７）。ｎ月）所収。謡について
は
、
発
声
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
音
高
を
解
析
、
複
数
の
演
者
に
よ
る
謡
を
比較表示する手法を提案し、舞動作については、能楽映像記
録の一一次元画像から三次元姿勢と型を認識する手法を提案す
る
。
ど
ち
ら
も
ご
く
基
本
的
な
型
や
謡
の
ご
く
一
部
の
解
析
で
は
あ
る
が
、
特
に
舞
の
解
析
は
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
を
前
提
と
せ
ず
既
存の映像記録を利用できるという点が興味深かった。
「
能
と
狂
言
』
Ⅲ
号
に
も
、
前
年
の
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
「能楽研究の近未来ｌ新しい視点と方法の試みｌ」に基づく
論が三本載る。そのうち、三宅晶子「テキストの可能性’一一一
面
マ
ル
チ
画
像
の
利
用
」
は
、
複
数
の
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
マ
ル
チ
画
面
の
能
楽
映
像
記
録
の
実
例
と
評
価
を
踏
ま
え
、
マ
ル
チ
画
面
の
「
映
像
」
は
鑑
賞
に
は
向
か
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
静
止
画
面
を
切
り
取
り
詞
章
と
組
み
合
わ
せ
た
冊
子
教
材
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘する。山中玲子「所作単元デジタルデータベースと演技合
成
ツ
ー
ル
の
試
み
」
は
、
能
の
所
作
単
元
ご
と
に
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
作
成
し
それを組み合わせて舞を再現する方法を探る研究の報告と、
そ
う
し
た
Ｃ
Ｇ
を
利
用
し
た
新
し
い
型
付
研
究
の
提
言
。
と
も
に
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
能
の
普
及
・
教
育
や
研
究
に
活
か
す
方
法
を
探
る
。
横
山
太
郎
「
能
楽
研
究
は
近
代
能
楽
に
何
を
も
た
ら
し
た
か」については「能楽史研究」の項参照。
玉村恭「〈稽古〉の現象学ｌ能楽仕舞の習得過程の微視的分
析
ｌ
」
含
上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
Ⅲ
巻
。
２
月
）
は
、
古
典
芸
能
の〈稽古〉で起こることの微細な観察・記述を通して、「古典
芸
能
の
教
育
観
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
探
る
」
試
み
。
世
阿
弥
の
稽
古
論
な
ど
を
引
く
の
で
は
な
く
著
者
自
身
の
経
験
や
そ
こ
で
の
感
覚
に
基
づきつつ論じている点が新しい。あることが〈できない〉とは、
別のこと（「普通ならこうなる」という一連の流れ）が〈でき
る〉ようになっていることの証であるとの分析や、モースの
「模倣論」に反して「〈価値〉の承認、〈威光〉の感得が、学習
に先立」たない例もあるのだという指摘も興味深い。一方、
「
左
足
で
止
ま
る
」
の
よ
う
な
、
価
値
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
も
学
ぶのは、やはりそこに〈威光〉を感じているのではないかとい
う
気
も
す
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
古
典
芸
能
に
深
く
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前のことだろうし、逆に知らない人にとっては、著者のくど
い
ほ
ど
丁
寧
な
説
明
に
よ
っ
て
も
脇
に
落
ち
な
い
部
分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
（
だ
か
ら
こ
そ
著
者
は
丁
寧
す
ぎ
る
ほ
ど
に
言
葉
を
重
ね
る
の
だ
ろ
う
）
。
そ
れ
で
も
や
は
り
言
葉
を
尽
く
し
て
記
述
し
て
い
く
試
み
は
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
【狂言研究】
本
年
に
発
表
さ
れ
た
狂
言
関
係
の
論
考
の
う
ち
、
狂
言
の
語
学
的
研
究
に
関
す
る
論
考
を
豊
島
正
之
が
、
そ
れ
以
外
の
論
考
を
宮
本
圭
造
が
担当する。まずは、「それ以外の論考」から。
本
年
の
狂
言
関
係
の
論
考
に
は
、
新
資
料
を
紹
介
し
た
も
の
が
多
く
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目に付いた。まず取り上げるべきは、江島弘志氏蔵の「古狂
一一一一口後素帖』を紹介した西野春雄「新出資料「古狂言後素帖』
について」（「国立能楽堂調査研究』６）であろう。西野によ
れ
ば
、
狂
言
の
上
演
場
面
を
描
い
た
百
十
図
の
扇
面
図
を
折
帖
に
し
た
も
の
で
、
江
戸
前
期
の
筆
と
い
う
。
す
で
に
「
狂
言
集
成
』
に
黒
木
勘
蔵
の
所
蔵
と
し
て
四
十
四
図
が
挿
絵
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
そ
の
資
料
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
百
十
図
の
中
に
、
狂
言
の
現
行
演
目
に
は
な
い
珍
し
い
曲
目
の
図
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
くいとより・花物狂・しほくみ・砧・ししおどり．鐘売中将〉
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
中
に
は
若
衆
歌
舞
伎
の
狂
言
と
し
て
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
演
目
も
混
じ
っ
て
お
り
、
狂
言
が
固
定
化
す
る
中
で
失
わ
れ
て
い
っ
た
廃
絶
曲
目
の
姿
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
数
少
な
い
資
料
と
し
て
、
き
わ
め
て
価
値
が
高
い
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
百
十
図
全
て
に
つ
い
て
、
各
流
の
台
本
・
演
出
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
台
本
の
伝
わ
ら
な
い
曲
や
、
現
行
演
出
と
は
異
な
る
場
面
を
描
い
て
い
る
曲
も
少
な
く
な
く
、
狂
言
の
作
品
研
究
の
材
料
と
し
て
き
わ
め
て
有
用
。
今
後
の
狂
言
研
究
に
与
え
る
影
響
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
じ
図
柄
の
狂
言
図
は
他
に
も
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
能
と
狂
言
の
両
方
を
交
互
に
描
い
て
一
巻
と
し
た
も
の
が
複
数
あ
り
、
今
後
は
そ
れ
ら
も
含
め
、
そ
の
制
作
環
境
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
同
じ
く
狂
言
の
絵
画
資
料
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
藤
岡
道
子
「
狂
一一一一口の絵画資料の収集（その五）狂言古図の有力な一群につい
て」ｓ東洋哲学研究所紀要」肥。皿月）がある。徳川美術館
蔵「山脇流狂言図』、国立能楽堂蔵『狂一一一一口古画帖』など、江
戸
前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
狂
言
古
図
の
伝
存
資
料
を
概
観
し
、
そ
の
所収曲目の一覧を載せる。
間
狂
言
台
本
の
新
資
料
紹
介
も
あ
っ
た
。
落
合
博
志
「
翻
刻
国
文
学研究資料館蔵貞享二年写「大蔵流能間」」（「調査研究報告」
釦
。
３
月
）
は
、
宇
佐
の
賀
徳
某
が
貞
享
二
年
に
書
写
し
た
間
狂
言
の
台
本
の
紹
介
。
奥
書
に
弥
右
衛
門
の
伝
を
受
け
た
大
蔵
又
左
衛
門
の
本
を
写
し
た
、
と
あ
り
、
大
蔵
流
弥
右
衛
門
派
の
台
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
貞
享
二
年
松
井
本
と
並
ん
で
、
間
狂
言
の
ま
と
ま
っ
た
台
本
と
し
て早い部類に属する貴重な資料。恵阪悟三遠集間』（翻刻）」
ｓ
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
５
．
３
月
）
は
、
同
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
の
間
狂
言
台
本
「
遠
集
間
」
を
翻
刻
紹
介
し
た
も
の
で
、
そ
の
書
名
の
通
り
、
〈
草
薙
・
蛙
・
錦
戸
・
楯
尾
・
河
水
〉
な
ど
、
稀
曲
の
間
狂
言
を
収
録
し
た
も
の
。
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
は
紀
要
の
前
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
蔵
流
の
台
本
と
見
ら
れるという。
ま
た
、
本
狂
言
台
本
の
資
料
紹
介
に
は
、
前
年
に
続
き
、
狂
言
研
究
会
「
「
文
久
写
本
狂
言
集
』
（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
（六と（「あいち国文」６．９月）、小谷成子・野崎典子「「和
泉
流
秘
書
』
（
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
・
解
題
十
二
」
Ｓ
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
（
国
語
国
文
学
科
編
屋
３
．
３
月）があった。後者は今号が最終回。米田真理
・雲形
本研究
会
「
豊
橋
市
安
海
熊
野
神
社
蔵
狂
言
伝
書
の
性
格
［
一
一
］
」
ｓ
名
古
屋
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芸能文化」皿。ｎ月）は、タイトルに「狂言伝書」とあるが、
同社蔵の狂言台本を紹介し、その本文の性格を検討したもの。
「
田
沼
」
の
署
名
が
あ
る
台
本
が
吉
田
藩
士
田
沼
小
弥
太
の
所
持
本
で
あ
る
こ
と
や
、
「
本
多
巌
七
良
」
の
署
名
が
あ
る
台
本
に
波
形
本
と
の
校合が見られることなどを指摘する。なお、同誌には小谷成
子
ほ
か
の
「
狂
言
共
同
社
蔵
『
秘
伝
聞
書
』
翻
刻
（
五
こ
も
載
る
。
一
方
、
狂
言
史
に
関
す
る
新
資
料
を
紹
介
し
た
の
が
、
関
屋
俊
彦
「史料紹介『和泉流狂言太夫野村家由緒」」ｓ国文学』Ⅲ。３
月
）
、
同
「
大
蔵
弥
惣
右
衛
門
家
の
こ
と
」
二
地
域
文
化
の
歴
史
を
往
く
」
。
８
月
）
で
あ
る
。
前
者
は
近
年
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
と
な
っ
た
新
資
料
、
後
者
は
大
蔵
家
蔵
の
「
大
蔵
弥
惣
右
衛
門
家
過
去
帳
」
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
こ
と
に
後
者
は
、
従
来
、
歴
代
の
生
没
年
が
不
明
で
あ
っ
た
大
蔵
弥
惣
右
衛
門
家
に
関
す
る
系
譜
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
新
資
料
の
紹
介
が
多
く
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
狂
言
の
作
品
を
取
り
上げた研究は少なく、網本尚子「狂言「宗論」試考」（「富士
論叢』印１１。ｎ月）、山本晶子「馬瀬狂言資料の紹介（６）ｌ
「蜂」を含めた新資料について」Ｓ学苑』脇。１月）が管見に
入
っ
た
。
前
者
は
、
「
宗
論
」
が
先
行
す
る
狂
言
の
様
々
な
趣
向
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
分
析
し
た
も
の
で
、
出
家
を
風
刺
し
た
曲
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
宗
論
」
を
、
騨
子
物
と
性
質
的
に
近
い
踊
り
念
仏
の
用
い
ら
れ
方
や
、
末
尾
に
お
け
る
対
立
の
和
解
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
て
、
む
し
ろ
祝
言
的
雰
囲
気
の
濃
い
作
品
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
言
す
る
。
後
者
は
、
伊
勢
馬
瀬
狂一一一一口の演者である個人宅に所蔵される狂言台本の写本等十一一
点
を
紹
介
し
、
そ
の
う
ち
、
狂
言
「
蜂
」
の
新
出
台
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
。
「
蜂
」
は
紀
伊
藩
の
「
松
井
家
狂
言
』
に
台
本
が
見
え
る
独
狂
言
で
あ
る
が
、
馬
瀬
の
台
本
は
そ
れ
と
は
若
干
違
い
、
国
立
国
会
図書館蔵『狂言大全集』の系統に近いこと、
その「狂言
大全
集』に「ハチ出」の注記があり、実際に蜂役が登場した可能
性
が
あ
る
こ
と
、
馬
瀬
の
狂
言
の
上
演
記
録
か
ら
も
、
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
中
央
で
も
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
稀
曲
「
蜂
」
が
馬
瀬
に
伝
え
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
仙
助
座
と
の
交
流
を
想
定
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
馬
瀬
狂
言
に
関
す
る
一
連
の
論
考
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
地
方
に
お
け
る
狂
言
伝
承
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
堅
実
な
成
果
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
論
考
と
併
せ
、
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
同じく、地方における狂言の伝承についての問題を取り上
げたものに、「和泉流狂言の伝承ｌ金沢と名古屋ｌ』（【単行
本】参照）所収の、以下の論考があった。西村聡「和泉流狂
言
史
の
金
沢
と
名
古
屋
」
は
、
金
沢
と
名
古
屋
に
お
け
る
狂
言
師
の
動
向
を
中
心
に
、
江
戸
か
ら
明
治
に
い
た
る
和
泉
流
の
歴
史
を
通
観
し
た
も
の
。
金
沢
・
名
古
屋
の
狂
言
の
伝
承
を
比
較
す
る
実
演
に
先
立
っ
て
の
講
演
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
概
説
的
な
内
容
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
「
金
沢
の
能
楽
」
の
記
述
の
誤
り
を
、
依
拠
資
料
の
原
典
に
遡
っ
て指摘し、「御能方」第一冊所収の番組の年次を明確にする
ほ
か
、
山
脇
和
泉
家
の
早
世
し
た
源
助
元
政
の
享
年
に
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
手
堅
い
考
証
に
基
づ
く
重
要
な
指
摘
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
高
桑いづみ「狂言小舞の伝承を考える」、西村「〈棒縛〉の演出
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とその変遷」は、ともに、当日上演された金沢と名古屋の和
泉流狂言師による狂言小舞あるいは狂言〈棒縛〉の比較から見
え
て
く
る
問
題
を
論
じ
た
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
期
の
譜
本
・
台
本
を
比較し、狂言の伝承が時代により、家・流儀によりどう変化
し
た
の
か
を
丹
念
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
と
も
に
名
古
屋
の
狂
言
の
方
に
和
泉
流
の
古
い
形
が
残
さ
れ
、
金
沢
の
方
に
は
む
し
ろ
大
蔵
流
と
の
類
似
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
結
論
に
落
ち
着
い
て
い
る
点
が
興
味深い。このような伝承の違いが、いつの時点で起こったも
のなのか、今後さらなる解明を期待したい。なお、西村稿は
狂言の伝承という問題を越えて、〈棒縛〉の作品そのものにつ
い
て
も
多
く
の
発
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
田
口
和
夫
・
北
川
忠
彦
の
両
氏
の
説
に
対
し
、
新
た
な
見
解
を
示
す
な
ど
、
作
品
研
究
と
し
て
も
注
目すべき論考である。
ま
た
、
作
品
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
研
究
で
は
な
い
が
、
狂
言
の
出
典
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
岩
崎
雅
彦
「
唱
導
劇
か
ら人間劇へ」（『中世の芸能と文芸」。５月）があった。警愉因
縁
讃
を
集
め
た
経
典
の
中
に
、
狂
言
の
内
容
と
関
連
す
る
も
の
が
散
見
することを論じたもので、「百嶮経」に〈盆山〉と関係のある
話、「直談因縁集』に〈武悪〉と関係のある話が収められてい
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
警
嶮
因
縁
證
を
参
考
に
狂
言
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
「
直
談
因
縁
集
』
と〈武悪〉との関係については、むしろ狂言の構造が影響して
い
る
可
能
性
を
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
警
嶮
因
縁
讃
と
狂
言
と
が
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
よ
う
な
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あったと結論づけている。譽楡因縁認が語られていた唱導の
場
と
狂
言
の
成
立
圏
と
の
関
わ
り
や
、
唱
導
の
担
い
手
の
実
態
な
ど
、
多くの問題に波及する興味深い論といえよう。
こ
の
ほ
か
、
狂
言
の
地
謡
・
同
音
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
戸田健太郎「狂言における「地謡」の変遷（その一一）」（「演劇
学
論
叢
』
、
。
７
月
）
が
あ
り
、
も
と
も
と
シ
テ
の
ひ
と
り
謡
、
あ
る
い
は
立
ち
役
の
斉
唱
で
あ
っ
た
謡
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
地
謡
に
よる謡に変化していったことを、台本の分析を通じて明らか
に
す
る
。
そ
の
変
化
を
、
諸
流
の
台
本
を
丹
念
に
追
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価
さ
れ
る
し
、
結
論
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
首
肯
し
う
る
が
、
そ
も
そ
も
二
回
に
わ
た
っ
て
論
じ
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
と
は
思
え
な
い
。
論
点
を
絞
っ
て
、
よ
り
簡
潔
に
纏
め
る
工夫が必要であろう。田崎未知「間語り考ｌ能〈藤〉における
間狂言の役割Ｉ」（「愛知淑徳大学国語国文』弱。３月）は、
能〈藤〉の間語りの諸台本を比較したもの。間語りが「本説の
提
示
と
地
方
宣
伝
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
役
割
」
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
結
論
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
よ
り
深
い
読みが求められよう。
今年は珍しく、狂言の翻訳に関する論考がいくつかあった。
丁
曼
「
中
国
に
お
け
る
狂
言
の
翻
訳
と
紹
介
」
（
「
演
劇
映
像
学
２
０
１
１
第
４
集
』
。
３
月
）
は
、
最
初
に
中
国
語
へ
の
狂
言
の
翻
訳
を
試
み
た
周
作
人
に
よ
る
「
日
本
狂
言
選
』
と
、
一
九
八
○
年
の
申
非
による「日本狂言選』（同じ書名なれど別書）の訳とを比較し、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。
周
訳
の
方
が
用
語
を
中
国
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風
に
置
き
換
え
る
代
わ
り
に
、
注
で
日
本
の
風
俗
・
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
解
説
を
試
み
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
丁
稿
が
過
去
に
お
け
る
狂
言
の
翻
訳
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
の
舞
台
上
演
で
用
い
る
こ
と
の
出
来
る
狂
言
台
本
の
翻
訳
を
新
た
に
試
み
た
の
が
、
関
屋
俊
彦
・
サ
ヴ
ァ
ス
美
苗
「
英
訳
狂
言
の
問
題
」
（『芸能史研究』Ⅲ。１月）である。第二音節にアクセントが
ある狂言の口調に合うように作られたという英訳版の〈棒縛〉
の
台
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
実
演
の
た
め
の
台
本
の
翻
訳
で
は
な
く
、
狂
言
の
解
説
教
材
と
し
て
の
英
訳
台
本
の
案
を
掲
載
し
た
の
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ペ
ト
ル
シ
ャ
ッ
ク
、
飯
塚
恵
理
人
「
欧
米
文
化
圏
能
楽
初
心
者
向
け
狂
言
教
材
の
研
究
ｌ
「
蟹
山
伏
」
を
中
心
に
」
ｓ
民
俗
と
風
俗
」
皿
。
３
月
）
、
同
「
欧
米
文
化
圏
能
楽
初
心
者
向
け
狂
言
教
材
の
研
究
Ｉ
「
三
本
柱
」
を
中
心
に
」
（
「
民
俗
と
風
俗
』
閉
。
９
月）、同「能楽初心者向け英文ビデオ教材の制作ｌ能「嵐山」
の
小
書
「
猿
婿
」
の
解
説
ビ
デ
オ
の
原
稿
試
作
」
ｓ
名
古
屋
芸
能
文
化
」
翌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
英
訳
台
本
が
ど
れ
ほ
ど
有
用
で
あ
る
の
か
、
そ
の
検
証
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
様
々
な
試
み
が
共
有
さ
れ
、
そ
の
試
行
錯
誤
の
中
か
ら
、
よ
り
良
い
狂
言
台
本
の
翻
訳のスタイルが生まれてくることを期待したい。（以上宮本）
続
い
て
、
狂
言
の
語
学
的
研
究
を
取
り
上
げ
る
。
小
林
賢
次
「
反
語
表
現
に
お
け
る
文
語
性
と
口
語
性
ｌ
元
和
卯
月
本
謡
曲
と
大
蔵
虎
明
本
狂言とを比較して」（「近代語研究」肥。３月）は、「疑問表現
の
形
式
に
よ
っ
て
、
事
態
が
成
立
し
な
い
は
ず
だ
と
い
う
結
論
を
導
く
」
反
語
を
、
謡
曲
と
狂
言
で
比
較
し
た
も
の
。
謡
曲
及
び
狂
言
謡
。
語
り
は
、
狂
言
台
詞
と
ほ
ぼ
相
補
分
布
す
る
（
両
者
に
共
通
の
形
式
が
殆
ど
無
い
）
事
を
示
す
。
こ
れ
は
、
特
に
推
量
の
助
動
詞
が
前
者
で
ベ
シ
・
ム
、
後
者
で
ウ
・
ウ
ズ
ル
と
相
補
分
布
す
る
事
に
由
来
す
る
。
意
味
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
上
で
形
式
を
比
較
す
る
の
は
難
事
で
、
～
デ
ハナイカが、確認を求めているものか（「それは舎弟ではない
か」）、当然の表現か（「添い事ではないか」）の区別は困難とし
て
い
る
。
尚
、
狂
言
の
語
学
的
研
究
に
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
著
者
は
、
２
０
１
３
年
に
他
界
さ
れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
同
誌
に
は
、
米
田
達
郎
「
江
戸
時
代
中
後
期
狂
言
詞
章
に
見
ら
れ
る
終
助
詞
ワ
イ
ノ
に
つ
い
て
ｌ
鷺
流
狂
言
詞
章
保
教
本
を
中
心
に
」
も
載
る
。
保
教
本
に
、
例
見
え
る
ワ
イ
ノ
が
、
版
本
狂
言
記
を
除
け
ば
鷺
流
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
事
を
指
摘
し
、
「
聞
き
手
と
話
し
手
と
の
間
に
認
識
の
差
が
あ
る
と
き
に
、
聞
き
手
に
対
し
て
発
話
内
容
を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ると話し手が考えている」時に使用され、狂言詞章が固定・
伝承される（そのため他流台本に現われない）中でも、当時の
口頭語（近松などで確認）からの影響が幾分かはあったものと
論
ず
る
。
市
村
太
郎
・
河
瀬
彰
宏
・
小
木
曽
智
信
「
近
世
口
語
テ
キ
ス
ト
の
構
造
化
と
そ
の
課
題
」
Ｓ
研
究
報
告
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ」Ⅲ－１。ｍ月）は、虎明本狂言（大塚光信校訂本による）と
「酒落本大成」を、同じタグセット・構造（ＤＴＤ）で処理す
る
事
を
眼
目
と
す
る
。
研
究
者
を
対
象
と
し
て
、
外
形
よ
り
も
言
語
の
面
に
重
き
置
い
た
タ
グ
付
け
を
行
な
い
、
将
来
的
に
は
形
態
素
タ
グ
も
付
与
す
る
予
定
。
「
テ
キ
ス
ト
の
階
層
性
と
線
条
性
を
二
重
に
カ
バ
ー
す
る
の
は
難
し
い
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｘ
Ｍ
Ｌ
の
前
提
と
す
る
文
書
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【外国語による能研究］
◎
論
文
言
『
畠
害
・
己
冨
三
豊
旨
圓
四
宮
丙
Ｐ
。
盲
言
寄
巨
Ｐ
容
量
ｚ・ず昌量・・畠〕の言の亘・屋のｚ・彦三舅ｎ．三三・口・菫早
目一の毎口巴勺四房Ｓ岳の澪８自冨・口・【向目・丘・三国苔『の中
の一・口の。ご寓昌○薯ミ・巨・（宮田裕光、西村律子、岡ノ谷一夫、
川
合
伸
幸
「
神
秘
的
な
能
面
》
感
情
表
現
の
認
識
に
顔
の
諸
部
分
が
果
たす役割」）
上
向
き
の
能
面
は
嬉
し
い
感
情
を
、
下
向
き
の
能
面
は
悲
し
い
感
情
を
表
す
と
い
う
の
が
能
の
ル
ー
ル
だ
が
、
こ
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
に
角
度
を
つ
け
た
能
面
を
見
せ
る
と
逆
の
解
釈
を
す
る
。
そ
の
理
由
を
さ
ぐ
る
本
研
究
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
様
々
な
顔
の
諸
パ
ー
ツ
を
組
み
合わせた能面の画像を、能の知識をもたない学部生達にみせ、
そ
の
感
情
を
評
定
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
能
面
が
、
顔
の
諸
パ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
感
情
を
表
現
し
て
い
る
ｌ
ち
ょ
う
ど
モ
ナ
リ
ザ
の
よ
う
な
ｌ
「
情
動
キ
メ
ラ
」
で
あ
り
（上向きの能面の目と眉は喜びを、口元は悲しみを表現し、
下
向
き
の
能
面
の
場
合
は
す
べ
て
そ
の
逆
）
、
ま
た
能
面
全
体
の
表
情
の
解
釈
は
口
元
の
表
現
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
験
参加者を広げることで、文化的背景（国籍、能の知識の有無）
島は
、‐〆、
モデルに内在する本質的な欠陥である。尚、虎明本コーパス
は
、
２
０
１
５
年
に
国
立
国
語
研
究
所
よ
り
公
開
さ
れ
た
。
（
以
上
豊
田〈○の①自○舅ｏの・５国凋営Ｃ葺葭呂辱。ご）卵。〕①田（○一①。【ｚ○ず□『四【目日
両国『四弔○巨自□》の、『量房．ご罰ｓｓ②§門倉量函量＆贈陣屋忌冒言忌←函・函》
巴司匿一・（ローズナウ「「高度な文明』函エズラ・パウンドの
「詩編』における能の役割」）
言・・昂房宣ｇＰ・農の日、旨い冒弓の三○烏ロ一四の①叩の巳四ご曰のご目二
言已号員ｚｑ勺の閂ざ日］ｇｏの．ご曽言ヨミ高ご篝ミミ電・岸］窪‐
］缶．（カトリーナ。Ｌ・ムア「仕事場で謡うこと亜サラリー
マンと素人の能実践」）
日
本
の
多
く
の
会
社
に
お
い
て
、
戦
後
の
職
場
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
一
環
と
し
て
謡
曲
部
が
作
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
文
化
活
動
が
、
企
業
へ
の
社
員
の
忠
誠
心
や
連
帯
感
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
企
業
側
か
ら
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
は
む
し
ろ
、
当
事
者
（
謡
曲
部
参
加
者
二
名
と
指
導
者
一
名
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
謡
曲
部
へ
の
参
加
が
各
個
人
の
生
活
や
人
生
に
も
た
ら
し
た
変
化
や
新
た
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
民
族
誌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
と
も
言
え
よ
う
が
、
「
職
場
の
謡
曲
部
の
衰
退
が
素
人
弟
子
の
減
少
を
招
き
、
家
元
制
度
を
危
う
く
す
る
」
と
い
う
本
論
文
の
今
一
つ
の
結
論
を
支
え
る
た
め
に
は
、
企
業
の
謡
曲
部
出
身
者
が
流
派
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
占
め
て
き
た
割
合
を
示
す
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と表情の解釈の相関関係を探るという、本研究の今後の成果
に期待したい。
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両日目①１》四ｓ貝』・尋、の豊号さ室）香具誉三『言冨ミニ）香
導圏言国＆誉言ミミ田＆暮二さ己書舅冗管弓道・二）］の」‐
』・弓匂・函三畳自昌ｚ・豈邑〕①畳・①・図已凹（リチャード・エマー
ト
『
国
立
能
楽
堂
の
能
ガ
イ
ド
卵
古
典
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
作
品
概
要ごエ
マ
ー
ト
が
二
十
年
来
に
わ
た
っ
て
国
立
能
楽
堂
で
の
公
演
に
提
供
し
て
き
た
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
総
集
し
、
体
系
的
な
能
狂
言
ガ
イ
ド
本
と
し
て
編
集
し
な
お
し
た
も
の
。
第
一
巻
の
序
論
に
よ
れ
ば
、
全
九
巻
を
予
定
し
て
お
り
、
う
ち
六
巻
が
現
行
能
作
品
の
解
説
に
充
て
ら
れ
ている。
二
○
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
最
初
の
四
巻
で
、
ア
ル
ファベット順に作品名がＡから艶で始まる一六三曲が網羅さ
れ
て
い
る
。
各
曲
四
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
簡
単
な
あ
ら
す
じ
紹
介
と
作
品
情
報
の
の
ち
、
作
品
を
各
段
に
区
切
っ
て
の
よ
り
詳
細
な
解
説
が
続
く
。
ま
た
各
巻
末
に
は
、
能
の
専
門
用
語
解
説
、
各
収
録
曲
の
英
語
訳
パ
ウ
ン
ド
が
後
半
生
を
通
じ
て
書
き
続
け
た
未
完
の
大
作
「
詩
編
」
の
そ
こ
こ
こ
に
能
作
品
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
せ
て
お
り
、
そ
れ
ら
引
用
を
と
り
あ
げ
た
研
究
も
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
本
論文はそれらを踏まえ、「詩編』全体を貫く「破壊」対「文
明」の二項対立において、パウンドは後者を具現するものと
し
て
中
世
日
本
文
化
を
、
就
中
「
能
」
を
捉
え
、
作
品
中
に
位
置
付
け
ていたと論じる。
◎
単
行
本
口員団①長ｓ○・・匹言・誉、切冒鴨冷寒量隠ニミミ薑＆童誉
冒
忌
ミ
ミ
ミ
ミ
（
三
）
雪
尋
自
尽
二
言
８
．
二
国
舅
窒
国
卑
・
四
目
】
Ｃ・日の皀口円冒の邑質四○局・貢三十淫』弓．（林明珠『もう一つ
の
舞
台
亜
観
世
信
光
と
室
町
後
期
の
能
楽
乞
英語圏での能研究においてすっぽりと抜け落ちた感のあっ
た
室
町
後
期
の
能
に
焦
点
を
あ
て
る
、
は
じ
め
て
の
研
究
書
。
当
時
の
社
会
に
お
け
る
能
の
受
容
と
相
関
さ
せ
つ
つ
観
世
信
光
の
生
涯
と
作
品
を追ったのち、「風流能」「唐物」「夢幻能」という三つの切
り
口
か
ら
信
光
作
品
の
特
徴
を
詳
述
す
る
。
全体の章立ては以下の通りである。信光作とされる作品一
覧
で
は
、
各
作
品
の
概
説
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
第
一
章
観
世
小
次
郎
信
光
画
像
賛
第
二
章
信
光
函
人
生
と
業
績
、
観
世
家
第
二
部
の
所
在
一
覧
、
能
・
狂
言
の
知
識
を
さ
ら
に
深
め
た
い
読
者
の
た
め
の
（英語を専らとする）文献リスト、そして使用図版リストがつ
く。一言でいえば、まったくの能初心者に対して能を紹介し、
舞
台
鑑
賞
の
際
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
は
研
究
書
へ
も
導
入
す
る
と
いう、様々な機能を備えた極めて優れたガイドブックと言え
よう。懸念
点
は
、
当
初
予
定
さ
れ
た
第
五
巻
目
以
降
が
、
二
○
一
六
年
二
月現在で未刊であることである。早急な発行再開が望まれる。
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ス
テ
ィ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ミ
ー
「
五
番
目
物
の
能
作
品
に
み
る
超
自
然
的
５４３２１付
．．．．．録
第六章皿風流能の（脱）構築
文
献
一
覧
第
三
章
第
四
章
第
五
章
第
三
部
存
在
た
ち
亜
翻
訳
と
注
釈
壱
一九九八年に没した島崎の謡曲英訳の遺稿を、長年にわた
る協力者コーミーが遺志に基づいて「共著」にまとめたもの。
〈国栖ｘ松山天狗ｘ鞍馬天狗〉〈昭君〉〈熊坂ｘ車僧×鵺ｘ安達
原〉八曲の注釈付き英訳を掲載する。冒頭の「序章」では、
五番目物というカテゴリーの説明および取り上げた各作品の
室
町
将
軍
系
譜
役
名
解
説
観
世
大
夫
系
譜
信
光
年
表
信
光
作
と
さ
れ
る
作
品
一
覧
「風流」を解読する
他
者
を
演
じ
る
こ
と
当
唐
物
」
「夢幻」に生きること
解説を載せ、巻末には五番目に各流派で分類される曲目リス
ト、五番目物の作品が引用する和歌数のリスト、能用語のグ
ロ
サ
リ
ー
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
